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メカ ニッ クシ ー ト 

echanic Sheet 

A.T. フ ィ ー ル ド を 別 空間 の 
形成 に 用 いた 使徒 

ヒト の 知り 得る テク ノロ ジー の 尺度 で は 測れ な い 

存在 が 使徒 で あろ う 。 そ の 中 で も レ リ エル の 特殊 性 

は 異彩 を 放つ 。 A.T. フ ィ ー ル ド を 単純 な 防御 や 攻撃 

に 使う の で は な く 、 虚数 空間 と いう 別 の 宇宙 の 形成 

に 用 いた ほか 、 形成 し た 空間 に て 、 取り 込ん だ EVA 

及び その 操縦 者 で ある ヒト と 初め て 接触 を 図っ た と 

見 られ る 。 これ は 機械 的 な 行動 を 取っ て いた 使徒 

が ヒト に 興味 (と いえ る か 定か で は な い が ) を 持ち 、 

知恵 を 身 に 付け は じ め た 証 だ と 考え られ る 

第 3 新 東京 市 に 出現 し た レ リ エル 。 攻撃 を 仕掛 け 

た EVA 初 号 機 を 自己 の 虚数 空間 へ と 取り 込み 、 ほ 

ぽ ぼ 半 日 の あい だ 同 地 点 に 留まり 続け る 。 その 後 、 暴 

走 し た 初 号 機 が 同 使徒 内 か ら 脱出 する 際 に 内 側 か 

ら 破壊 され 、 結果 的 に 残 減 さ れ た 

ユダ ヤ 教 の 伝承 で は 、 レ リ エ ル は 別名 ライ ラ エ ル 

と も 呼ば れ 、 語源 の “ライ ル " は へ ブラ イ 語 で “ 夜 " 

を 意味 し て お り 、 出産 や 新生 児 を 守護 する 存在 と さ 

れる 。 本 体 で ある 漆黒 の 影 は 夜 の 闇 の よう で あり 、 

初 号機 が 球体 引き裂い て 脱出 する さま は 、 まる で 

子宮 か ら 誕 生 し た か の よう に も 見 えよ う 。 

レ の エル 
MBOL 

・ABILITY 

虚数 空間 の 形成 

TWELFTH ANGELLEUEL 

第 12 使 徒 レ リ エ ル 

WELFTH ANGEL LELIEL 

本 体 の 虚数 回 路 が 閉じ れ ば 消え て し まう 。 

こ 過 ぎ な vV > (赤木 リツ コ ) 

ル ペ ー ジ 

還 デ ィ ラ ッ ク の 海 

使徒 

Illustration by (twinbell) Tokiko Yuzaw 



” レ リ エ ル の 体 構造 
) 緒 模 様 の 選 .了 下 (起 何 学 的 se 人 卫 一 上 ( 玖 何 学 的 形成 する 虚数 空間 

な 図形 配置 や 色彩 に よる 錯視 効果 を 用 いた 抽象 絵画 ) 
> 证 一 \ 上 空 の 球体 が 影 見 える も の が 使徒 本 体 。 直 

3 NS 径 680m 厚 さ 3nm (ナノ メー トル ) の 極 薄 の 平面 状 物体 

' 影 「! の よう な も の で 、 視覚 や 各種 セン サー 類 を 欺 き 本 体 で 、 内 部 は 内 向き の A.T. フ ィ ー ル ド に よっ て 支え られ 

体 を 悟ら せな いた め の 、 一 種 の 擬態 か も し れ な い ッ ク の 海 と 呼ば れる 虚数 空間 が 拡がる 。 別 宇宙 を 生み 出す ほ 

どの エネ ルギー を 供給 する S* 機 関 の 篤 異 も さる こと な が ら 、 こ の 

杉 か ら 脱出 し た 初 号 機 の 底 知 れ な さ は 特 

れ は EVA2 体 が か り で 行 な お うと し た P 爆 

雷 992 E な 虚数 空間 の 

破壊 を 、 同機 は 単独 で 成し遂げ た と いう 事実 で ある 

すす レ リ エ ル の 影 

EZCTDEET モ ZZ23| 
初 号機 を 体内 に 取り 込ん だ レ リ エル は 、 NERV 本 部 を 目指 す 

で も な く 目 立っ た | ' っ た 。 この こと か ら 、 同 使徒 の 

優先 目的 が EVA 及び 操縦 者 で ある ヒト へ の コン タク ト に あっ た と 
推測 で き 、 第 3 一 11 使 徒 と は 一 線 を 画す 存在 と いえ よう 

WW 空間 内 に お いて 、 初 号 
縦 者 は 自己 と の 対話 
的 事象 を 体験 し て 

これ は ある 種 の 使徒 
の 接触 な の か も し れ な し 

贅 選 8 ミ H こ で すき さき 財 正 弄 ! は 己 革 NU 本 菩 岬 当 4 
す レ リエ ル の 本 体 

レ リ エ ル の 活動 記録 

第 3 新 東京 市 の 上 空 に 突如 と し て 出現 し た レ リ エ ル 

EVA3 機 が 迎撃 の た め に 接近 し 、 先走っ た 初 号 機 の 攻 

撃 を 影 で ある 球体 に 受け る 。 その 瞬間 、 同機 の 直下 

に 回 り 込ん で 虚数 回 路 を 開き 、 体内 の ディ ラッ ク の 海 

に 初 号機 を 取り 込む こと に 成功 。 その 後 、 都 市 の 一 部 

を も 取り 込ん だ あと 再び 虚数 回 路 を 閉じ て 静観 する 

一 方 NERV は 、 撤退 し 難 を 逃れ た 2 機 の EVA と 、 nm? 

爆雷 に よる 初 号 機 サ ル ペ ー ジ 作戦 を 計画 し て いた 

初 号 機 を 取り 込ん で か ら 約 16 時 間 後 。 同機 の 生命 

維持 機能 が 切れ た 瞬間 、 暴走 し た 初 号 機 に よっ て 内 

側 か ら 破壊 され 、 その 脱出 と 共に 残 減 さ れ て し まう 

米国 第 2 支部 の 消失 事故 
験 の 過程 で 発生 し た と 予 

に より 、 レ リエ 
く 同 機 を 虚数 空間 に 取り 

むこ と が で きた 

レ リ エ ル 侵 攻 記 録 

突 第 虚 初 内 暴 
3 > | 数 号 侧 走 
出 新 空 机 か し 
現 東 間 と ら た 

に 破 初 
市 取 戦 壊 号 
直 庆生 さ 机 
下 这 れ に 
に む 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @⑤GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D23-04 



キャ ラク ター シー ト 

haracter Sheet 

高い 知能 を 持つ 

あく の し 

故 あっ て 葛城 ミサ ト に 引き 取ら れ た 新種 の 温泉 ペン ギン 

ペン ペン と 名 づけ られ た 温泉 ペン ギン は 非常 に 知能 が 高 

く 、 同居 人 ら の 言葉 を 理解 し て いた 節 も 見 受け られ た 。 基 

本 的 に は 、 あく まで 本 能 の 赴く まま に 生き る 愛玩 動物 で あ 

っ た ペン ペン 。 た だ 、 時 に は 同居 人 の 心情 を 思い や る よう 

な 表情 を 見 せる な ど 、 人 間 味 すら 感じ られ る 行動 を と る こ 

と も あっ た 。 使徒 と の 戦い の 渦中 に 身 を 置く 同居 人 た ち に 

と っ て 、 貴重 な 存在 で あっ た こと は 間違い な い 。 ちな み に 

ペン ペン は 、 実験 動物 と し て 処分 され る 間際 、 ミサ ト に 引 

き 取 られ た と も 言わ れ て いる 。 その 真 偽 は 定か で は な い が 、 

ペン ペン が 特に ミサ ト の 心 の 機微 を 感じ 取る こと に 長け て 

いた の は 、 深い 絆 を 感じ て いた こと の 証左 と いえ る だ ろう 

D23-05 



キャ ラク ター シー ト 

haracter Sheet 

葛城 家 の 住人 で ある ペン ペン 。 そ の 愛くるしい 容 

次 は ミサ ト だ け で な く 、 同 居 人 と な っ た シン ジ と アス 

カ に と っ て も 癒し の 存在 と な っ て いた よう だ 。 飼育 

は 専用 の 冷蔵 庫 (寝床 ) が 必要 に な る な ど 容 易 と は 

いえ な い が 、 知能 が 非常 に 高く 、 他 の 愛玩 動物 と 比 

べ て 遥か に 世話 が し や すか っ た も の と 思わ れる 。 な 

お ペン ペン は 、 第 16 使 徒 戦 に て 第 3 新 東京 市 が 壊滅 

状態 に 陥っ た 際 、 疎開 する 洞 木 家 に 預け られ た 。 ひ 

と り 暮 らし が 長かっ た で あろ う ミ サト に と っ て 、 それ 

は 家族 と の 別れ に 等 し いも の だ っ た に 違い な い 。 
者 の 心情 を 慮 る よう な 表 1 

Lo 人 
/ 新聞 を 抱え 、 テ レビ 欄 に 目 を 
通す ペン ペン 。 文字 の 判別 
が 可能 と いう 、 知能 の 高 さ を 
表す 事例 の ひと つ だ 。 た だ 
し 、 テ レビ 欄 以 外 も 読ん で い 
る か は 定か で は な い 。 

le. 

ペン ペン を 抱き 「 し ば らく お 
別れ ね 」 と いう ミサ ト 。 ペン ペ 
ン は 返事 を する よう に 鳴き 、 
ミサ ト を 見 つめ た 。 ふた り の 前 

あい だ に は 明らか な 意思 の 
疎通 が 見 て 取れ る 。 

1 体長 は 50 一 60cm ほ ど で 、 通 
常時 は 直立 二 足 歩行 を する ペ 

ギン の 生態 に つい て 
は 正統 な 進化 を 遂げ た 

の 全容 を 知 
E い 場所 を 好む 

は 理 | 

は 判明 し て いる 。 ̂ 直 差異 は な い 
ンド セリ | 

練 泉 に は 目 か 

仰向け 

泉 
徴 の 

NERV 戦 術 作戦 部 作 
2 | 一 各 の 当 玉 を 

性 務め る 女性 。 碗 シン 
還流: アス カラ ング レー レ と 2 
硬 洞 本 ヒカリ ング レー の 保護 者 的 

な 役割 も 担っ て いる 。 

⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva. ⑥ カラ ー/EVA 製 作 委員 会 D23-06 
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エク スト ラシー ト 

xtra Sheet LANNING DOCUMENTS 

ドル フィ ン キ ッ ク を 使い 、 水 中 を 高速 で 移動 する 使徒 。 

使徒 サキ エル ( 水 の 天使) 。 
陸 海 両用 の 、 人 型 戦闘 兵器 。 

水 間 を 漂い 、 近 づく 敵 は 変形 自在 の 両 腕 で 切り 裂く 。 

その 威力 は 、 エ ヴァ の 装甲 を 軽く 買い て し まう 。 

劇 中 で は 、 専 用 空母 に て 太平 洋上 を 移動 中 の エヴァ 弐号 機 に 襲い か か る 。 

_PAGE No. 

D23-07 



エク スト ラシー ト 

xtra Sheet 

2 四 

第 吉 凸 和 DO、 巡航 六 雪 千 儿 老 片 手 百 及 tj 凸 的 列 雪 寺 工 峭 。 使 徒 蕊 0) 志 人 太 办 强大 丰 人 口 一 在 象 徽 才 列 学 

ー ン で ある 。 一 見 、 企画 書 に 描か れ た サキ エル と 大 きく デザ イン が 異な る が 、 ボ ディ ライ ン や 脚 よ り も 

長い 腕 、 む おき 出し の "アバラ" の よう な パー ツ な ど 、 共通 する 要素 も 散見 で きる 。 

に > 

we Yw ORD 

変幻 自在 の 両 腕 

企画 書 で は 、 サキ エル の 武器 は “変幻 自在 の 両 腕 " と 記載 され て いる 。 それ だ 

け に 企画 書 に 掲載 され た イラ スト の サキ エル は 、 鋭 朋 に 盛り 上 が っ た 肩 か ら 伸 び 

る 巨大 な 腕 、 そし て 長い 鋭利 な ツメ を 持っ た 、 いか に も 腕 部 を 武器 と し て いる デ 

ザイ ン で あっ た 。 し か し 、 本 編 で は 、 腕 部 か ら 突出 する “ 光 の 檜 "と 眼 らし き 部 位 

か ら 発射 され る " 怪 光 線 " へ と 変更 され て いる 。 企画 書 に 記述 され た 腕 部 を 変形 

させ て 敵 を 切り 裂く 攻撃 は 、 シ ャ ムシ エル や セル エル へ と 受け 継が れ た よう だ 。 

ja| 第 弐 話 より 、 初陣 の 初 号機 と 戦う サ 
| キ エ ル の 姿 。 パ イロ ッ ト が 不慣れ な 

初 号機 に 対し て 、 一 方 的 な 攻撃 を 繰 
り 出し 続け る 。 腕 部 か ら 放 た れる 光 
の 槍 は 、 企画 書 に ある 「 エ ヴァ の 装 

甲 も 軽く 買い て し まう 」 と いう 腕 に よ 
る 切り 裂き 攻撃 の 威力 を 踏襲 し て 
か 、 初 号機 の 頭 部 を 撃ち 抜い た 。 

第 参 話 登場 の 使徒 、 シ ャ ムシ エル 。 肩 な いし 腕 に 相 
当 する 部 位 よ り 伸び た 光 の 触手 は 、“ 変 幻 自在 の 両 
腕 " と いえ る で あろ う 。 

ge 

2 第 拾 話 登場 の 使徒 、 ゼ セル エ 
異な る 形 の “変幻 自在 の 腕 " 
部 を 斬り 落と し た 。 

ャ ムシ エル と は 

弐号 機 の 両 腕 と 頭 
| 人 

PLANNING DOCUMENTS 

LANNING DOCUMENTS 

第 索 話 の 冒頭 より 、 水 中 を 移動 
する サキ エル 。 サ キ エ ル の 名 は 、 

「 水 を 司る 天使 」 の 意味 を 持つ 
が 、 作品 中 に お いて サキ エル が 
水中 戦 を 行なう 描写 は な いた 

め 、 本 纏 で の サキ エル に は “ 水 " 
の イメ ー ジ は 薄い 。 また 、 水中 

を 進む シー ン で も 、 企 画 書 に 記 
述 の ある ドル フィ ン キ ッ ク 泳 法 も 
披露 する こと な く 終 わっ て いる 。 

企画 書 に は 数 体 の 使徒 が 掲載 され て い 

る 。 と くに 本 編 で 第 壱 話 に 登場 し た サキ 

エル に つい て は 詳細 に 紹介 され て お り 、 こ 

の 使徒 こそ が " 散 ” の 基本 的 な デザ イン イ 

メー ジ と し て 考え られ て いた も の で あろ う 。 

た だ し 、 使徒 は デザ イン 的 な 統一 性 を あ 

まり 持っ て お ら ず 、 各々 特殊 な 形状 を し て 

いた 。 それ で も ゼル エル な ど 、 サキ エル と 

デザ イン 的 に 系 統 を 類する 使徒 登場 し 

て いる 。 

OP に も 登場 する サキ エル の “ 顔 " の よう な 部 分 
能面 の よう な デザ イン は 、 使 徒 全体 の イメ ー ジ を 
表す シン ポル と し て も 見 られ る 。 

KE Yw oRD 

第 八 話 登場 の 第 6 使 御 ガ ギ エル 。 原 
子 力 空母 と ほぼ ぽ 同 サイ ズ の 巨大 な 
使徒 で ある 。 だ が 、 企画 書 で は 洋 
上 を 輸送 中 の 弐号 機 と 戦う の は 
"サキ エル "の 名 を 持つ 使徒 で あっ 
た 。 仮 に サキ エル が 企画 書 通り 第 
人 話 登場 で あっ た な ら 、 逆 に 第 壱 話 
で は 、 ど の よう な 使徒 の 出現 を 想定 
し て いた か が 気 に な る と ころ だ 。 

ガ ギ エル の ボディ 上 部 。 本編 中 で は ほん の 一 瞬 し 

か 映ら な い カ ッ ト で ある が 、 その ボディ に は サキ エル 

と 同 デ ザイ ン の “ 顔 " らし き 部 分 が ある 。 

第 6 使徒 ガ ギ エル 戦 。 ガ ギ エ ル は 弐号 機 の 初 陣 の 相 
手 と し て 、 重量 感 、 そ し て スピ ー ド 感 あふ れる 戦闘 を 
太平 洋上 で 繰り 広げ た 。 L ー 

サキ エル の 記述 に お いて ポイ ント と な る の が 、 企画 書 に お ける シリ ー ズ 構成 表 

の 第 8 話 一 一 弐号 機 と の 水中 戦 が 見 せ 場 と な る エピ ソー ドー で の 登場 を 予定 し 

て いた 点 に ある 。 つ まり 第 3 使徒 サキ エル こそ が 弐号 機 の 初陣 と な る 旧 伊 東 沖 で 

の 海中 戦 を 演じ る よう 考え られ て いた の で あり 、 それ ゆえ 「 水 を 司る 天使 」 の 名 を 

冠 さ れ て いた の で ある 。 し か し 、 本 編 で は 、 より “ 海 " と いう シチュ エー ショ ン に 即 

し た 「 魚 を 司る 天使 」 三 ガ ギ エル へ と 変更 され て いる 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D23-08 
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空中 戦 用 の 、 鳥 型 戦闘 兵器 
半 透 明 の 1 2 枚 の 褒 を ひろ げ 、 下 を 自在 に 移動 する 。 
最大 の 武器 は 、 調 端 の 高周波 ソ 要 人 
陸戦 兵器 で ある エエ こと に な る 

加 三 
時 使徒 トゥ レル (竹宮 の 天使 
まで も 醒 を 飼い 詰め 自爆 ずる る / 胡 弄 自動 爆弾 

な る 必 撃 を 跳ね 返し 、 狙 われ た も の に 確実 な を 死 を も た ら す 

ゆっ くけ こと 飛来 する 姿 は 、 第 3 新 東京 市 を 恐怖 と 絶望 に 陥れ る 

PAGE No. 
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kg YYLOR 
高空 を 舞う 、 使徒 アラ エル ( 鳥 の 天使 ) 

本 編 で は シリ ー ズ 終盤 の 第 弐拾 式 話 に 登場 し た 第 15 使 徒 アラ エル 。 企画 書 内 で 描か れ て い 

る イラ スト は 大 気 圏内 で 高空 を 雄々 し く 飛 翔 し て いる 姿 で あり 、 大 気 圏外 に 浮遊 し て いた 本 編 

で の イメ ー ジ と は 異な る も の で ある .。 どう や ら 企 画 書 シ リー ズ 構 成 表 上 で の 第 19 話 に お ける 

EVA の 空中 戦 の 相手 と な る の が この アラ エル で あっ た よう だ 。 ちな み に 企 画 書 で は 「 半 透明 の 

12 枚 の 喜 」 な ど 本 編 で は 明暗 で は な か っ た 設定 の 記述 が ある こと も 見 逃 せ な い 。 

アラ エル の 精神 攻撃 を 受け る 弐号 機 。 企画 書 に お ける アラ 
エル は 、 杉 財 の 高周波 ソー ド を 武器 と する と され て いる が 、 本 xX xX x 
編 で は 精神 攻撃 の み で 物理 攻撃 は 行なっ て いな し 

あ 
る 

ィ 全 の アァ 
中 を $ そ | X x 
ト に 投 ル が お 搬 を 

机上 tnm SNELLANCE SXTELITE 7 
度 堆 ツン wv ツン 

い 々 機 口 本編 で は 、 大 気 園 外 に 出現 し た 2 体 目 の 使徒 で ある アラ エル の 全身 。 ボ ディ 全体 が 発光 

條 了 内 コ し 、 その ディ テー ル は 判然 と し な い 。 な お 、 企画 書 に 掲載 され て いる 使徒 は 、 陸海空 それ 
回 1 槍 で れ の 特徴 を 持っ て いる 傾向 が ある 。 さら に 企画 書 に お いて 、 使徒 は 「 戦 闘 兵器 」 と 呼称 
で ジ は ス され 、 生 物 を 連想 させ る 文言 は 使わ も れ て いな い 

企画 書 で 紹介 され て いな が ら 本 編 に 未 登場 に 終わ っ た 使徒 が の 、 こ の シャ テイ エル で ある 。「 光 エネ ルギー 

が 固体 の 形 まで 凝縮 され た 」 と 使徒 の 中 で も 相当 な 戦闘 を 有する と 思わ せる よう な 設定 が 目 を 惹く が 、 デ 
使徒 シャ テイ エル (沈黙 の 天使 ) サイ ン 的 に は 多面 体 オ ブ ジ ェ の よう な シン プル な も の と な っ て いる 。 この よう な シン プル な デザ イン の 使徒 

は 第 5 使徒 ラミ エル 、 第 12 使 徒 レ リエ ル な ど が 登場 。 いずれ も 空中 に 浮遊 し て EVA に 攻撃 を 仕掛 けた が 、 お 
そら く シ ャ テイ エル も この タイ プ で あっ た と 思わ れる 。 

クリ スタ ル 状 の ボテ ィ や 強力 な エネ ルギー 光線 に よる 攻撃 な ど 、 希 
シャ テイ エル と 重複 する 要素 も 多い ラミ エル 。 企 画 書 で シャ テ = 
イエ ル の 特徴 と し て 挙げ られ て いる 反射 パリ ア に よる 防御 も 受 
け 維 が れ で いる 。 

想 1 ラ 
さ ジ ミ 
せ イ エ 
る ラル 
"又 四 
トピ 
而 | 
シム 
和英 
テ 身 
イィ の 
工 描 
ル 写 

} 生 は 
無機 物 的 な オブ ジェ タイ プ の 使徒 と いえ る レ リ エ ル 。 た だ し 、 こ の 球体 は を イ 
使徒 の 本 体 で は な く 、 使徒 の * 影 "で あっ た 。 連 メ 

AD 
we YY O 

十 E 

第 拾 弐 話 よ り 、 サハ クィ エル の 攻撃 に より 
地表 に で きた クレ ー タ ー。 そ の 攻撃 方 法 は 、 
爆撃 と いっ て よい だ ろう 。 

本 編 の サハ クィ エル は 、 最終 的 に は ボディ 全 
体 を 質量 爆弾 と 化し て NERV 本 部 めがけ 高速 
で 降下 。 こ の 自爆 狙い の 攻撃 は 、 企画 書 に 
記述 され た トゥ レル の 特徴 その も の で ある 。 

「 大 型 自 動 爆弾 」 と 形容 され て いる 使徒 トウ レル 。「 神 岩 の 天使 」 と 讃 わ れ て いる だ け あ り 、 どこ と 

な く 古 代 の 神像 を 喚起 させ る デザ イン で ある 。「 ゆ っ くり と 飛来 する 姿 は 、 第 3 新 東京 市 を 恐怖 と 絶 

望 に 陥れ る 」 と いう 記述 か ら 、 企画 書 シリ ー ズ 構成 表 上 の 第 12 話 に 登場 予定 だ っ た と 思わ れる 。 ト 

ター < ーー ウレ ル 自 体 は 本 編 示 登場 で ある が 、 本 編 第 拾 式 話 に は この 使徒 の 特徴 を 受け 継い だ と 思わ れる 第 
トゥ レル と 同一 の 攻撃 方 法 を と る 本 編 の サハ クィ エル だ が 、 形状 は まっ た く 異 な っ て | 
お り 、 より 不可 解 か つ 異形 性 を 強調 し た デザ イン と な っ て いる 。 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル が 登場 。 NERV 本 部 に 爆弾 兵器 と し て 接近 し て くる 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D23-10 
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第 14 使 徒 と の 戦闘 に より 大 破 し 、 装甲 板 の 代わ り に ピング を 施さ れ た 

肉体 は 量子 レベ ル に 分 解 し た も の の 、" 魂 " その も の は 失わ れ て いな いと 判断 

シン クロ 率 400% の 代償 

失わ れ た サー ド チ ルド レン の 救出 

第 2 次 ジオ フロ ント 攻防 戦 に お いて 、 初 号機 は 第 

14 使 徒 ゼ セル エル を 残 減 。 さら に 使徒 の S: 機 関 を 取 

り 込む と いう 予想 外 の 結末 で 戦闘 は 終わ っ た 。 し 

か し 、 勝利 の 代償 は 大 きく 、 初 号機 パイ ロッ ト で あ 

る サー ド チ ルド レン は L.C.L. と 同化 、 その 肉体 を 失 

っ て し まう 。 この 異常 事態 に 対し 、 NERV は サー ド 

チル ドレ ン の サル ペー ジ 計 画 を 立案 。 約 1 ヶ月 に お 

よぶ EVA と の "戦い " へ と 突入 する こと と な る 。 

赤木 リツ コ 博 士 の 分 析 に よれ ば 、 サー ド チ ルド レ 

ン の 肉体 は 自我 境界 線 を 失っ て 量子 状態 の まま 

L.C.L. 内 に 漂っ て いる と され 、 プラ グ 内 の L.C.L. は 

化学 変化 を 起 し て 原始 地球 に お ける 生命 の スー プ 

に 似 た 成分 素性 と な っ て いる と 考察 され た 。 これ は 

第 14 使 徒 ゼ セル エ ル 戦 に お いて 、 サー ド チ ルド レン が 

マー ク し た 初 号 機 と の シン クロ 率 400% と いう レコ 

ー ド の 正体 で も あっ た 。 また 、 サー ド チ ルド レン の 

肉体 は “消失 "し た も の の 、“ 魂 "と 呼べ る 存在 は 厳 

然 と 残っ て いる と 推論 。 こ れ ら の 状況 を 踏ま え 、 赤 

木 博士 は サー ド チ ルド レン の サル ペー ジ 計 画 を 遂行 

し て いく こと と な る 。 

サル ペー ジ 計 画 に は 、 約 1 ヶ月 の 準備 期間 を 要 し 

た 。 計画 の 困難 さ を 鑑 みれ ば 異例 の 早 さ で あっ た 

が 、 これ は 10 年 前 の E 計 画 初期 段階 に 発生 し た 何 

ら か の 実験 中 の 事故 (今回 同様 、 被験 者 の 精神 と 

肉体 が EVA に 取り 込ま れ た ) 時 に 作成 され た 救出 

プラ ン を 基礎 と し た た めで あっ た 。 また 、 第 3 使徒 

以来 、 断続 的 に 出現 し て きた 使徒 が この 期間 は ま 

っ た く 姿 を 現さ な か っ た こと も 、 作業 を 円 滑 に 推移 

させ た と いえ る 。 そ し て 、 過去 の 事例 で は 、 失敗 に 

終わ っ た サル ベー ジ 計 画 だ が 、 今回 は NERV の 誇る 

MAGI シ ステ ム の サポ ー ト も あり 、 理論 上 救出 は 可 

能 と 判断 。 か くし て 第 14 使 徒 戦 か ら 31 日 後 、 計画 

は 決行 され た 。 し か し 、 いざ 作業 を 開始 する と 、 千 

渉 シグ ナル を 自我 境界 パル ス へ 流し 込ん だ 途 端 、 外 

部 か ら の アク セス を 拒否 する か の よう に 、 プラ グ 側 

SALVAGE OPERATION FOR THIRD CHILDREN 

サー ド チ ルド レン サル ベー ジ 作 業 

ヶ グ 内 の 状態 を 分 析 し た 結果 、 初 号機 パイ ロッ ト で 』 

ALVAGE OPERATION FOR THIRD CHILDREN 

llustration by Naochika 

る サー ド チ ルド し 

か ら デ スト ルド ー 反 応 が 発生 し て し まう 。 これ に 対 

し 赤木 博士 は 計画 の 中 断 を 指示 する も 、 時 すでに 

遅く エン トリ ー プ ラグ は 強制 排出 。 サー ド チ ルド レ 

ン が 溶け 込ん で いる は すず の L.C.L. が 流出 一 これ は 

サー ド チ ルド レン が 永遠 に 失わ れ た に 等 し い 惨 事 で 

あっ た 。 が 、 呆然 と する スタ ッ フ を 他所 に 突如 と し 

て サー ド チ ルド レン は 初 号 機 胸部 の コア 部 分 周辺 

に 出現 する 。 計画 自体 は 成功 と 言い 難い も の の 、 

結果 論 な が ら サ ル ペ ー ジ は 成功 し た の だ 。 現時 点 

に お いて 、 サー ド チ ルド レン 生還 の 決定 的 な 要因 は 

謎 と され て いる 。 た だ し 赤木 博士 の 作成 し た サル ベ 

ー ジ 計画 が 何ら か の 形 で 、 プラ ス 方 向 に 作用 し た 結 

果 で ある と 推測 で きよ う 

「 | 赤木 リツ コ 博 士 に よ 

中 サー ド チ ルド レン < 立案 され た 

出 EVA 初 号 机 和 
年 赤木 リツ コ 

皿 MAGI シ ステ ム 
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3 約 L.C.L. に 融解 し た 肉体 を 再 構成 、 魂 を そこ に 定着 させ る 極め て 成功 率 の 低い 難 作業 こそ 、 サル ペ J 
ー ジ 計画 の 全容 で ある 。 計画 は 約 1 ヶ月 を か け て 入念 に 進め られ 、 実 行 へ と 移さ れ た 

サー ド チ ルド レン の 消失 が 発覚 し た の は 、 使徒 残 ョ サル ベー ジ 計 画 決行 まで の 経過 
減 後に 初 号 機 が 回 収 さ れ て か ら で あ っ た 。 シン クロ 
率 400% が も た らし た 、 EVA 初 号 機 と パイ ロッ ト の 融 1 日 目 第 14 使 徒 ゼ ル エル 戦 の 爪痕 

合 。 その 詳細 な 分 析 に は 2 日 を 要 し 、 サル ペー ジ 作 第 14 便 徒 と の 戦い で 、 初 号機 は 肩 部 か ら 腕 部 、 部 
失っ た 状態 で あっ た が 、 エ ント リー プラ グ ( 業 の 計画 立案 か ら 決行 まで は さら に 約 27 日 を か け て SS 人 に 

準備 が 進め られ 、 つい に サル ページ 作業 は 決行 され で パイ ロッ ト 消 失 の 事実 が 事態 に も 冷静 な 

る 。 し か し 、 いざ 作業 を 開始 する と 、 エン トリ ー プ ラ ッ コ 博士 に 対し 、 葛城 三佐 は 激 曲 し 口論 に な っ た と 言わ れ て いる 

グ 側 か ら 拒絶 反応 が 発生 。 エン トリ ー プ ラグ は 強制 = 

排出 され 、 入念 な 計画 は 水泡 に 帰し た か に 思え た 3 日 目 AR 画 の 発動 
分 析 ジ 可 能 と 判断 され 、 計画 の 準備 が 

第 1 発令 所 に 代わ り 、 MAGI の 予 
計画 の サポ ー ト 体制 カ 

初 1 グ は 本 体 か ら 挿入 位置 ま * 

E ニ タリ ング の た め の 探 査 装置 も 取り 付け られ て いる 

が 、 初 号 機 コ ア 側 か ら サ ー ド チル ドレ ン が 出現 、 対 

象 者 は 無事 生還 を 果たす 。 サー ド チ ルド レン 消失 か 

ら 31 日 後 の 出 来 事 で あっ た 
この 時 』 

き 出 きれ 、 内 

30 日 目 サル ページ 作 業 手順 要綱 の 完成 
計画 の た め の 要 綱 「EP2 式 サル ペー ジ 作 業 手順 要綱 ( 含 、LP3 式 補 

完 手順 )」 が 赤木 リツ コ 博士 の 手 に より 完成 し た 。 これ は 、 10 年 前 に E 計 
隊 の 和央 発生 し た 傘 ユイ 消失 事件 に お いて 、 赤木 博士 の 母親 

E 7 コ 博 士 が 作成 し た 救出 計画 要綱 (この 時 は 失敗 し て い 

礎 と し 、 本 計画 用 に アレ ンジ し た も の で あっ た . 

赤木 博士 O) 尽 力 
起案 か ら わ ず か 1 

で 、 初 号機 パイ ロッ ト の 

を 発揮 し 、 使徒 

ロッ ト の 肉体 は 、L.C.L. に 融 
解 し て いた と 思わ れる 

31 日 目 サル ベー ジ 計 画 の 決行 
接続 作業 の ステ ー ジ 1 は 問題 な く 完 了 し 、 本 作 业 习 击 石 7 

行 。 だ が 、 干渉 信号 は 無限 ルー プ 空 間 (クラ イン 空間 ) 
体 復元 プロ モス に は 
が 起動 。 初 号機 本 体 の 電 切断 し 信号 を 

合わ ず 、 計画 は 失敗 と 思わ れ た が 、 パイロット は 予想 外 の 生 選 

つい に 決行 され た サル 
ペー ジ 計 画 。 パイ ロッ ト 
の 自我 境界 パル ス に 外 

回 収 き れ た 初 号機 は 

初 号機 に 取り 
は 、 物理 

形 物 質 化 し て 

VA を ht 適格 
な お サル へ 

第 6 使徒 戦 まで は 格納 庫 待 機 の 

⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D23-12 
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ある 決意 を 胸 に シン ジ が 走り は じ め た ころ 、 つい に 使徒 

の 攻撃 は NERV 本 部 に 到達 し て いた 。 使徒 の 身体 か ら 放 た 
れ た 光 が 、 本 部 外壁 に 激しい 大 爆発 を 引き 起こ す 。「 第 3 基 
部 に 直撃 ! ]「 最 終 装甲 板 、 融解 ! 」。 そ の 報告 に ミサ ト は 詞 
色 を 変え る 。「 ま ずい 、 メイ ン シ ャ フト が 丸見え だ わ ! 」 メ イン 
シャ フト は 本 部 の 最深 部 、 タ ー ミ ナル ドグマ まで 続い て いる 

縦 穴 で あり 、 この まま で は 一 気 に 本 部 の 中 枢 ま で 攻め 込ま 
れ て し まう 。 だ が 頼み の 綱 の 初 号機 は 相変わらず 、 ダミ ー プ 

ラグ を 拒否 し 続け て いた 

OO 

直線 だ 。「 初 号機 は まだ な ]。 さす が の リツ 
ー ブ プラ グ を 受け 入れ な い , 

ジオ フロ ント の 地表 に ぽ 
コ も 焦っ た 声 を 出す が 

アア -D.2015 

使徒 が ビー ム を 浴び せよ うと し た 幣 那 、 壁 を 破っ て 何 か 
が 現れ た 。 初 号 提 で ある 。 不 ち を 受け て ぐら り と 播 ら 
ぐ 使 徒 。「EVA 初 号機 …… シ ンジ くん !?」。 その 様子 を 果 然 
と 見 て いた ミサ ト は 、 驚き の 声 を あげ た 。 誰が 初 号機 を 操 
縦 し て いる か に 気づい た の だ 。 そう こう する うち に 初 号 機 は 、 
使徒 を 力任せ に 発令 所 か ら 押 し 出 そ う と する 。 璧 が 月 れ 、 
初 号機 と 使徒 は ケイ ジ へ と な だ れ 込 ん で いっ た 。 使徒 が ビ 
ー ム を 放ち 、 初 号機 は 左腕 を 吹き 飛ば され る が 、 それ で も 
な お 、 シ ンジ は 大 声 を 上 げ な が ら 使 徒 に 組み つき 続け た 

限 を 放つ 。 その 攻撃 で 初 号機 の 左腕 が ふき 飛び 、 体液 が 噴 
微動 だ に せ ず 、 目 前 を いた 

2 
0 
1 

5 
年 

用 徒 : 922 2 と 
を > > 第 
人 ャ イ 起 1 

ラ 口 动 発 
が ト 区 令 

| 設 。 が ト 所 
| 由 圳 に 紀 

5 有 
る 

D23-13 
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A.D.2015 @NERV 本 部 

打つ 手 の な いま ま に 皆 
が 押し 黙っ て し まっ た 矢 

先 、 シ ンジ が 初 号 機 の あ 

る ケイ ジ に 現れ た 。「 な ぜ 

選 いる 」。 ゲン ドウ は 

あく まで も 冷や や か に 問 
う 。 する と シン ジ は 父 に ま 

っ すぐ 顔 を 向け 、 は っ きり 
と 答え た 。「 僕 は エヴァ ン 
ゲ リ オ ン 初 号機 の パイ ロ 

ッ ト 、 礎 シン ジ で す ! 

| 

を の 

その 頃 、 使徒 は メイ ン シ ャ フト へ 侵入 。 セン 
トラ ルド グマ へ 向け て 下降 を 始め て いた 。「 こ こ 

に くる わ ! 総員 退避 、 急 いで ! 」。 ミサ ト が そう 
叫ん だ 直後 、 メ イン モニ ター の 表示 が 消え た 

そし て 田 音 と 共に 壁面 が 破 られ 、 使徒 が 発令 所 
に 侵入 し た の だ っ た 。 間近 に 人 迫る 使徒 を 、 ミ サ 

ト は ひ た と 腕 み 据え た 

ft ot 

に a 

さ 店 

間 に 沈黙 させ た 第 14 使 徒 
その 強 さ は 圧倒 的 で ある に に} 

自分 を EVA に 乗せ 
て く + ジ は 自 

蘭 浴 壮 十 S 画 

徒 が 
め る 
ドグマ が 位置 

as 者 

@NERV 本 部 A.D.2015 @ ジ オフ ロン ト 

初 号機 は 使徒 を EVA 射 

出 用 カタ バル ト の 上 へ 押 
し や っ た 。「 ミ サト さん ! 」 

シン ジ の 叫び か ら そ の 意 

気づい た ミサ ト が 即座 
に 指示 を 出す 。「5 番 射出 、 

ジオ フロ ント へ 放り 出さ れ た 初 号 機 は 、 使徒 の 哨 を わし 掴ん だ 
まま 地面 へ と 激しく 打ち 付け た 。「 う ぉ ぉ お お !」 声 に な ら な い 叫び 
を あげ 、 激しく 使徒 を 攻撃 する シン ジ 。 さら に 、 初 号機 は 使徒 の 顔 
面 を 引き 剥が そう と し は じ め る 。 初 号機 の 猛攻 に つい て いけ な い 

の か 、 使徒 は され る が ま 
急い で ! 」。 その 直後 、 初 人 な し 休ま で ある 。 この まま いけ 
Py 愛 初 か ば 初 号機 の 勝利 は 確か で 

ま 、 電磁 カタ バル ト で を 号 5 Se 
出れ 、 ジ オフ ロン ト 和 人 全休 その 時 、 不 に の IRC は 徒 その 時 、 不 意 に 初 号機 の 
に た の だ っ た 知る 動き が 止ま っ た 。 内 基 電 

め 料 む 源 が 切れ 、 活 動 限界 に 達 
早出 し て し まっ た の だ 

N 

使徒 の 上 顔 を 力任せ 
に ね じ 切 ろう と する 

レー ル に 押し 付け て ダ 
メー ジ を 与え 続け た 

第 初 初 ジ カ ミ 初 初 
下 号 オタ サ 号 号 

2 を 2 机 2 2 バト 2 机 区 机 

名 マト 合 活 
こ ト で 徒 人 了 
飛 と に と を 限 
び 交 射 初 圧 界 

を え 
る 
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動か な く な っ た 初 号機 
に 攻撃 を 加え る 使徒 。 初 
号機 の 胸 で 爆発 が 花 開 
いた 。 地表 へ 駆け つけ て 
きた ミサ ト た ち は 、 装甲 

が 剥離 し て 剥き 出し に な 
っ た 初 号機 の 胸部 を 見 
て 息 を 呑ん だ 。 そこ に は 、 
使徒 の 持つ コア と そっ く 
りな 球状 物体 が 埋め 込 
まれ て いた の だ 

腕 を 再生 し た 初 号機 
が 兄 嘩 する 。 そこ へ 再び 

使徒 が 腕 を 伸ばし て き 
た 。 攻撃 に 気づき 、 右腕 
を 刀 の よう に 一 関 さ せる 

初 号機 。 その 一 振り は 使 

徒 の 腕 を 切断 し た だ け で 

な く 、 使徒 の 展開 する A. 
T. フ ィ ー ル ド と 、 さら に 使 

徒 の 体 まで を も 簡単 に 切 
り 裂 いて し まっ た 

体液 を AT. フ ィ ー ル ト 
に 飛び 散 机 
る 使徒 。 勝負 は あ 
さり と つい た 

初 号機 の コア に 対し て 使徒 は 執 抑 に 攻撃 を 集中 する 。 一 方 、 シ 
ンジ は 必死 に レバ ー を 引い て いた 。「 動 け 、 動け 、 動け 、 動け !」 だ 
が シス テム は 》 まま で ある 。「 い ま 動か な きゃ 、 い まや ら な き 
ゃ 、 みん な 死ん じゃ うん だ ! も うそ ん な の 嫌 な ん だ よ ッ ! だ か ら 動 い 

て よ !!」 シ ンジ の 絶叫 
が プラ グ 内 に 響い た 
時 、 変化 が 起き た 。 ど 
こ か で 鼓動 の よう な 音 
が 生じ る 。 ピ クリ と も 

動 こ うと し な い 初 号機 
の な か で 何 か が 目覚 
め よ うと し て いた 

使徒 を 倒し た 初 号機 は 獣 の よう に 四つんばい に な り 、 使徒 へ 中 
う よ う に 近づい て いっ た 。 そし て 、 敵 の 体 に 覆い か ぶさ っ た か と 思 
うと 、 大 きく 口 を 開け 、 その 身体 に 食らい つき は じ め た 。 骨 が へ し 
折ら れ 、 肉 が 喰い ちぎ られ る 不気味 な 音 が 、 周囲 に 響い て いく 

。 「 便 徒 を 、 食 っ て る ?] 
導く 閉 品 あま り の 光景 に 中 く よ 
き うに 咳 く ミサ ト 。「S* 機 

関 を 自ら 取り 込ん で い 

る と いう の ? EVA 初 号 
機 が ……」。 普段 は 冷 
静 な リツ コ も また 驚き 
を 隠せ な か っ た 

初 号機 を 息 を 詰 
め て 見 守る ミサ ト 
た ち 。 使 往 
据え た EVA の 眼 

使 ” 剥 初 

し の > 
に コ 
な ア 
る が 

IE 上 上 一 一 

了 潤 丑 糙 尺 情 闪 下 司 U SS 六 氏 过 

常 汐 
NN 

wekHrwh 冯 四 路 芳 当 

避 山 所 , 難 四 当 

wowutowaQt 雪 S 常 海 愉 直 太 荐 习 可 所 芝 W 站 

Qu 溢 届 性 S 癌 海 



ジオ フロ ント 

「 す ご い 」 。 初 号機 の 失わ れ 
た 腕 が 瞬く 間 に 再 生 さ れ て い 

く の を 見 て 、 ミサ ト は 眼 を 見 張 
っ た 。「 ま さか …… 信 じ ら れ ま 
せん 。 初 号機 の シン クロ 率 が 
400% を 越え て いま す ! |。 敵 
末 か ら モ ニタ ーー を 続け て いた 
マヤ が 動揺 し た 声 を 出す 。「 や 
は り 、 目 覚め た の ? 彼女 

が 」。 リツ コ は 食い 入る よう ( 
目前 の 光景 を 見 つめ な が ら 
そう 咳 い た 

突然 、 初 号機 の 眼 に 光 が 点 つた 。 起こ りう る は ず の な い 再 起動 が 起こ っ 

た の だ 。 息 を 吹き 返し た 初 号機 は 、 攻撃 を 続け る 使徒 に 対し て 無造作 に 

右腕 を 突き 出す 。 その 手 は 、 鋭い 刃 同様 で あっ た は ず の 使徒 の 腕 を 易 々 

と 切り 裂 いて し まっ た 。 さら に 初 号 機 は 使徒 を 引き 寄せ 、 そ の 腕 を 引き ち 

ぎり ざま 、 蹴 り 飛ば し た 。 その カカ 
は 圧倒 的 で ある 。 さら に ゆっ くり 

立ち 上 が っ た 初 号機 は 、 使徒 か 

ら 引 きち ぎっ た 腕 を 自ら の 左肩 へ 

と お も むろ し 付け る 。 する と 

みる みる うち に 左腕 が 再生 し て い 
っ た 。 初 号 機 は 使徒 の 腕 を 取り 

込み 、 自 分 の も の と し た の だ 
初 号機 の 体 
合 し 、# 

E 計 画 の 責任 者 で ある リツ コ は 
に 起き た 異変 の 正体 

の か 、 謗 

13 

ひと し きり 使徒 を 喰らっ た 初 

号機 が 立ち 上 が る 。 と 、 その 

身体 が 膨れ 上 が り 、 外装 が は 

じ け 飛ん だ 。「 拘 束 具 が ……」 
「 拘 東 具 ? 」。 リツ コ の 咳 き を 

聞き と が め る 日 向 。「 そ う よ 。 あ 
れ は 装甲 板 で は な い の 。EVA 
本 来 の 力 を 、 私 た ち が 押さ え 

込む た め の 拘 束 具 な の よ 」。 初 
号機 を 見 つめ な が ら 、 リツ コ 
は EVA に 秘め られ た 驚く べき 
真実 を 語っ た 

初 号機 が 天 を 仰ぎ 、 周囲 に 田 く よう な 雄 叫 が を 上 げ る 。「 私 た ち に は も 

う 、 EVA を 止め る 。 で き な い わ |]。 そん な リツ コ の 声 を 聞き な が 

ら 、 人 々  は た だ その 場 に 立ち すく ん で いた 。 一 方 、 一 部 始終 を 見 て いた 加 

持 も 咳 く 。「 初 号機 の 覚醒 と 解放 。 ゼ セー レ が 黙っ ちゃ いま せん な 。 これ も シ 

ナリ オ の うち で すか ? 従 司令 」 
その 頃 、 当 の ゲン ドウ は 、 冬 月 と 
共に 執務 室 か ら 初 号機 を 見 下ろ 
し て いた 。「 始 まっ た な 」。 冬 月 が 
静か に 言う 。「 ああ 。 すべ て 
は これ か ら だ 」。 ゲ ンド ウ は 、 史 

嘩 を 上 げ 続 ける 初 号機 を 眺め な 
が ら 、 そう 答え た 

恐る べき 光景 に 震え る 
し か な い 職 員 た ち 

办 皮 庆 

颜 忌 咏 \\ 大 

4 初 初 初 S* 使 拘 初 恐 覚 N 
9 号 号 号 機 徒 東 号 怖 醒 E 
% 人 人 > 入 12 Pe 2 る 
る シン 使 使 取 載 排 初江 
徹 ン 秆 徒 りさ 除 号 、 内 
する を を 込 れ す 機 J 
五 号 残 喰 お て る に 

沽 ら い 
が 过 と 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D23-1 
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多大 な 経済 的 、 社会 的 影響 力 を 有 し て いた 秘密 

結社 ゼー レ 。 彼ら は その 影響 力 と 信念 を 礎 と し て 自 

ら の 教義 と 理念 を 証明 する に 足る 事物 を 探し 求め 、 

つい に 古文 書 「 斉 死海 文書 ] を 入手 する 。 そ の 古文 

書 を も と に 愚直 な まで に さま ざま な 研究 、 探索 を 繰 

り 返 す 過程 で 、 そこ に 書か れ た 予言 が 絶対 的 な も の 

で ある と 確信 し た ゼー レ 。 ゆえ に 彼ら は 、 荒唐無稽 

と も 取れ る 「 人 類 を 脅かす 存在 」 の 出現 を あら か じ 

め 予 見 し 得 た の で ある 。 天使 の 名 を 冠 する 人 類 の 

敵 。 生物 の 概念 を 越え た 謎 の 生命 体 。 そ の 固有 波 

形 パタ ー ン の 99.89% は 、 人 間 の 遺伝 子 と 同じ で あ 

る と され て いる が 、 形態 は 明らか に 人 間 と 異な る も 

の が ほとん ど で あ り 、 その 能力 は 人 智 を 超え た も の 

で あっ た 一 一 。 3 

使徒 と 呼称 され る 存在 は 人 間 の よう な 高度 な 知恵 

を 持た な い 代 わり に 、 永久 機関 と も いう べき 動力 

源 =S* (スー パー ソレ ノイ ド ) 機関 、 さら に A.T. フ ィ ー 

ルド (Absolute Terror Field) と 呼ば れる 強固 な 不 

可 侵 領 域 を 有 し て いた 。 ゼー レ (実質 的 に は 裏 死 海 

文書 ) に より 2015 年 の 使徒 舞 来 は 予見 され て いた た 

め 、 人 類 は 使徒 に 対抗 し 得る 戦力 と し て 、 汎用 人 型 

決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン を 作り 上 げ る 

第 17 使 徒 ま で の 襲来 を 予見 し 

その 具体 的 な 能力 まで は 知り 

得 な か っ た こと だ ろう 。 

な お 、 使徒 と 呼ば れる 生命 の 源 と され る アダ ム と 、 

人 類 の 始 源 と 考え られ て いる リリ ス は 、 共 に 地球 に 

出現 し た 「 始 祖 ] と いえ る 存在 で ある 。 それ ぞ れ が い 

か に し て 発生 し た か は 知る 由 も な く 、「 裏 死海 文書 」 

に すら その 伝承 が 書き 記さ れ て いた か 定か で は な い 。 

この 相容れない ふた つの 種 が 同時 に 存在 し た 

、 人 類 と 使徒 の 争い が 生ま れ た こと は 紛れ 

も な い 事実 で ある 。 ふ 

と は 、 何者 か の 意図 に よる も の で あっ た か も し れ な 

いし 、 あるいは 何者 か で すら 予期 で きぬ 事故 で あっ 

た か も し れ な い 。 し か し 、 その 真相 は 何者 か 

「 神 ] と も 呼べ る 存在 の み が 知 る と ころ と いえ る だ ろ 

う 。 

| 使徒 の 調査 、 織 減 な 
ど を 職務 と する 国連 WEVA EY | 西 属 〇 特务 机 并 。 第 

表 死 a 3 新 東京 市 に 本 部 が 
語 セ カン ドイ ン パ クト 用 還 みれ て いる 他 、 各 国 

" に 支部 が 存在 する 
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| 2015 年 に 襲来 し た 第 3 使徒 か 

= ら 第 17 使 徒 まで 、 人 類 は 計 15 体 
知 の 使徒 と 相対 する こと と な っ た 。 

の | 彼ら は 個体 ご と に 異な る 形態 、 能 

人 力 を 持っ て いた が 、 その 根幹 と な 
る 大 き な を 特徴 は 、 す べ て の 使徒 に 
共通 する も の で ある 。 まず あげ る 

べき 特徴 は 、 彼ら が 持つ S* 機 関 

で ある 。 この 機関 が 動力 源 で ある 

た め 使 徒 は 無尽 蔵 に 活動 可能 で あり 、 驚異 的 な 再生 

能力 を 持つ 。 また 、 周囲 に 展開 され る A.T. フ ィ ー ル ド 

と 呼ば れる 強固 な 不可 侵 領域 の 存在 も 、 注目 すべ き 

基本 能力 で ある 。 この 2 点 の み を と っ て 見 て も 、 使徒 

と いう 存在 の 凛 威 を うか が い 知 る こと が で きる だ ろう 。 

強力 な A.T. フィー ルド を 有 
する 使徒 。 攻撃 時 は 、EVA 
の A.T. フ ィ ー ル ド に より 、 使 
徒 の A.T. フ ィ ー ル ド を 中 和 

| で きる 距離 まで 接近 する 必 

] 要 が あっ た 

桁外れ の 基本 能力 以外 に も 、 
使徒 は 個体 ご と に さま ざま な 能力 
を 有 し て いた 。 さら に 、 新た な 個 
体 が 出現 する た びに 強力 を 能力 
や 、 それ まで の 使徒 と は 異な る 攻 
撃 法 を 用 いて きた と され て いる 。 

な お 、 個体 ご と の 形態 や 能力 
は 違え ど 、 ほぼ すべ て の 使徒 は 、 

基本 的 に NERV 本 部 に 幽閉 され 

て いた アダ ム の も と を 目指 し て い 
た と 言わ れ て いる 。 第 1 使徒 と され て いる アダ ム は 使 

徒 と 呼称 され る 生命 を 生み 出し た 始祖 と も いえ る 存 
在 で あり 、 興 来 する 使徒 は 、 お し な べ て その 始祖 と の 
接触 、 あ る い は 奪還 を 目指 し て いた も の と 考え られ 
る 。 ちな み に アダ ム と 使徒 が 接触 する と サー ドイ ン パ 
クト が 発生 する と も 言わ れ て いた 。 た だ 、 最後 の 使徒 

で ある 第 17 使 徒 を 狂 減 し た 時 点 で 、 人 類 が サー ドイ 
ン パ クト の 発生 を 危 恨 する 必要 は な く な っ た 。 

使徒 の 中 に は アダ ム と の 接 
触 、 ア ダム の 奪還 で は な く 、 
NERV 本 部 ご と アダ ム を 破 

St 上 茂 四 S び ささ 
全 豆 SK『1 理 南 

アダ ム と の 接触 に 成功 し た 
か に 見 えた 第 17 使 徒 。 し か 
し 、 彼 が 接触 し た も の の 正 

体 は 、 アダ ム と は 対極 を な 
| す 存 在 で ある リリ ス だ っ た 。 

基本 的 な 使徒 の 構造 
使徒 と 呼ば れ て いる 存在 は 未知 の 生物 で あり 、 その 存在 自 
体 が 人 智 を 超え た も の と 言っ て も 過言 で は な い 。 た だ 、 基 本 

的 に は 心臓 部 に 相当 する 「 コ ア 」 を 持つ ほか 、 構造 に 共通 する 

し 
\ 7 

4FRONT 

【3 
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形態 の パリ エー ショ ン 
2015 年 、 最初 に 現れ た 第 3 使徒 は 人 型 

に 近い 形態 を し て いた 。 た だ 、 以降 は 魚類 、 

鳥類 に 近い 形態 の 使徒 や 、 さ ら に 、 あえ て 分 
類する な ら ば 「 不 定形 ] と 言わ ざる を 得 な い 
使徒 も 確認 され た 。 な お 、 特に 後期 に 出現 
し た 個体 に 、 特徴 的 な 形態 を 持つ も の が 多 
か っ た よう だ 。 

攻撃 手段 の パリ エー ショ ン 

点 も 多い 。 特に 人 型 を 中 心 と する 固定 の 姿 を 持つ タイ プ は 、 

「 頭 部 」 や 「 武 器 」、 個体 ど と の 「 特 殊 機構 」 と いっ た 判別 し や 

すい 特徴 を 持っ て いた 。 

ee 頭 部 ひ ゅ 
使徒 の 中 に は 頭 部 の よう に 見 える 部 位 を 持つ も の も お り 、 

人 型 に 近い 形態 の 使徒 は 、 こ こ か ら 光線 を 射出 する 場合 が 多 
い 。 た だ 、 こ こ が 実 際 に 「 頭 」 と 呼べ る 部 位 か は 定か で は な い 。 

ee コア 12 】 
使徒 の 心臓 部 と も され る 部 

位 。 使徒 は 、 こ の コア を 破壊 
する こと で 活動 停止 、 も し く は 
消滅 する 。 外 見 上 は 球状 の 
一 
する 物質 、 実質 的 な 役割 は 第 4 使徒 獲 滅 時 、 初め て 原型 を 
解明 され て いな い 。 と ど め た コア が 入手 され た 。 

ee 武器 © 
第 3 使徒 が 持つ 槍 の よう な 武器 を 始め 、 使 徒 が 持つ 武器 は 
個体 に よっ て きま ざま で ある 。 特定 の 武器 が 確認 で き な い 合 徒 
も いた が 、 その ほとん ど は 特定 の 形態 を 持た な い 使徒 だ っ た 。 

ee 特殊 機構 の 
第 3 使徒 が 持つ エラ の よう な 機構 を 始め 、 ほ と ん どの 使徒 

は 特殊 な 機構 を 持っ て いた 。 な か に は 衛星 軌道 上 に 出現 し 
た 使徒 も お り 、 人 智 を 超え た 機構 を 有 し て いた と 考え られ る 。 

最も 多かっ は 、 第 3 
使徒 を は じ め と する 人 型 
に 近い 形態 。 最後 の 使 
徒 で ある 第 17 使 徒 に 至 
っ て は 、 完 全 な 人 型 と い 
える 形態 を 持っ て いた 

最も 多い 攻撃 手段 は 特殊 な 形状 の 手 、 腕 
な ど を 駆使 し た 格闘 で ある 。 だ が 、 その ほか 
に も 加 粒子 砲 な どの 飛び 道具 、 強力 な 溶解 
液 、 エ ネル ギー 波 を 使用 し た 心理 攻撃 な ど 』 
さま ざま な 攻撃 手段 が 確認 され て いる 。 こ 三 
の よう に 、 個体 に よっ て は 物理 面 だ け で な く ye 1 

精神 面 へ の 攻撃 手段 も 持つ 。 人 

細菌 状 の 第 11 使 徒 、 非 
常に 特殊 な 形状 を 持つ 
第 12 使 徒 、EVA3 号 機 に 
寄生 し た 第 13 使 徒 な ど 、 

| 中 に は 使徒 自体 の 攻撃 
手段 が 不明 な (ある い は 
手段 が な い ) も の も いた 。 

出現 場所 の 相違 
使徒 の 出現 が 確認 され た 場所 は 、 陸地 、 年 

海 、 火口 、 衛星 軌道 上 と 個体 に よっ て さま 

ざま だ 。 基本 的 に その 姿 は 侵攻 中 に 捉え ら 

れる た め 、 出現 地点 は 判明 し て いな い 場 合 ョ ッッ 
が ほとん ど だ 人 型 は 陸地 、 魚類 に 

近い も の な ら ば 海 な ど 、 各 個体 の 形態 に あ 
わせ た 場所 に 出現 する 特徴 が ある よう だ 。 ーー 

追加 報告 

まさ に 神出鬼没 と いえ る 

使徒 。 その 出現 の 瞬間 を 

4 抑え られ た ケー ス は な く 、 

唯一 の 例外 は 浅間 山 火 
口内 に て 成体 前 の 形態 
で 発見 され た 第 8 使徒 の 
み で ある 。 

⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D23- 
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昌 個 体 ど と の 形態 と 特徴 
個体 ど と に さま ざま な 特徴 を 持つ 使徒 。 

2015 年 以降 に 疫 来 し た 使徒 は 15 体 に も の 
ぼる 。 形態 も さま ざま で あり 、 後に 出現 し た 

も の ほど 特徴 的 な 形態 を 有 し て いた 。 また 、 
外見 上 似通っ た 形態 を 持つ 使徒 は 攻撃 手 
段 も また 類似 し て いた が 、 後に 出現 し た 個 
体 ほど 強力 と な る 傾向 が あっ た 。 

第 3 使徒 
サキ エル 

第 4 使 徒 

シャ ムシ エル 
ーー で 

セカ ンド イン パク ト よ り 15 年 を 経 

て 、 第 3 新 東京 市 を 製 撃 し た 。 人 型 
に 近い 形態 で 、 顔 の よう な 部 位 も 持 
っ て いた 使徒 。 掌 部 より 槍 の よう な 
も の を 射出 し て 攻撃 し 、 機能 増幅 後 
は 眼 富 より 光線 を 放つ よう に な っ た 。 
な お 、 弱点 と も いえ る コア は 、 ほぼ 
むき 出し の 状態 で あっ た 。 

目玉 模様 の 擬態 を 有する 頭 部 と 

紡 鍵 形 に 近い 胴体 を 持つ 使徒 。 前 

肢 の 先端 部 より 展開 され る 光 の 舟 

正八 面体 の 無機 質 な 形態 を 持つ 
使徒 。 加 粒子 砲 に より 一 定 範囲 内 
に 進入 する 敵 を 攻撃 する 。 さら に 肉 
眼 で 位相 空間 を 確認 で きる ほど の 
AT. フ ィ ー ル ド や 、 直下 に ある 物体 に 
対し て 容 孔 を 行なう シー ルド を 有 し て 
いる 。 また 、 移動 速度 は 速く な いも の 

の 、 飛行 能力 も 持ち 合わ せ て いた 。 

長大 な 体 能 ながら 

移動 する 能力 を 有 し 

比較 的 人 型 に 近い 形態 を し て い 
た が 、 瞬時 に 分 離 、 合体 する 能力 を 
有 し て いた 使徒 。 釣 爪 の よう な 手 に 
よる 攻撃 の ほか 、 顔 の よう な 部 位 か 
ら は 光線 を 放つ こと も で きた 。 な お 、 

片方 が 傷つい て も 分 裂 し た も う 1 体 
が 無事 で あれ ば 、 合体 後 、 瞬時 に 回 

復 で きる と いう 能力 も る 有 し て いた 。 

遂行 時 に 羽化 し 、 突 名 攻撃 を 
仕掛 け て 後 は 比較 

持つ 。 マグ ダマ を 

半 椿 円 体 の 本 体 に 、 狗 味 の よ う 
な 4 本 の 脚 を 持つ 使徒 。 目 の よ うな 

部 位 か ら 、 強力 な 溶解 液 を 流出 さ 
せる 。 NERV 本 部 が 停電 中 に 出現 

し た た め 、 出現 時 の 活動 分 析 は 行 
な われ て いな い 。 不確か で は ある が 、 
パレ ッ ト ラ イフ ル に て 打ち 抜か れ た 
目 の 奥 に コア が 存在 し た と 思わ れる 。 

に 

局 举 本 啡 开 忆 于 所 きせ に tru に すい に さす 3 で | に 3 に いと に に に の 

形態 固定 
攻撃 加 粒 子 砲 ほか 

形態 ”固定 (人 型 .分 列 可 ) 
攻撃 格闘 ほか x 

形態 固定 (羽化 后 变形 ) 
攻撃 格闘 ほか 

形態 固定 
攻撃 溶解 液 ほか 

Ia 

レル 
/ v 

My 
1 
い 

ち 、 内 向き の AT 

突如 、 衛星 軌道 上 に 出現 し た 巨 

大 な 使徒 。 形態 は 基本 的 6 

は ある も の の 、 自 ら の 体 の 一 部 を 質 

し て 、 NERV 本 部 の 破壊 を 上 
初め て A.T. フ ィ ー ル ド を 防御 で 

攻撃 に 利用 し た 使徒 で も あ 

細菌 サイ ズ で 、 初め て その 形態 が 

特定 で き な い 使徒 で も あっ た 。 その 
本 体 自体 に 攻撃 能力 は な いも の の 、 
NERV 本 部 内 に 侵入 し た 後に MAGI 
シス テム を ハッ キン グ し て メル キオ ー ル 
と バル タ ザ ー ル を 掌握 、 本 部 の 自律 

自爆 を 提訴 させ た 。 唯一 、EVA の 攻 
撃 以 外 で 残 減 さ れ た 使徒 で も ある 。 

空中 に 浮か ぶ 球 体 状 の 

ィ ー ル ド で 

られ た 影 の よう な 虚数 空間 を 本 体 と 
する 使徒 。 自発 的 な 攻撃 は 行なわ 

性 民 
第 13 使 徒 

"バル ディ エル 「~ 

第 14 使 徒 
セル エル 

第 16 使 徒 
アル ミサ エル 

| 対象 に 侵食 (ある い は 融合 

な い が 、 実質 的 に は 虚数 空間 内 に 
英 を 取り 込む こと が 攻撃 と な る 。 暴 

走 し た EVA 初 号機 に より 残 減 さ れ た 

が 、 コア の 所 在 な ど は 不明 で ある , 

EVA3 号 機 の 輸送 中 、 積乱雲 に 
潜ん で 寄生 し た と 考え られ て いる 使 
徒 。 粘 菌 状 の 物体 が 確認 され た も 
の の 、 そ の 実際 の 形態 は 不明 。 ま 
た 、 実質 的 な 攻撃 方 法 は EVA3 号 
機 に よる 格闘 だ が 、 本 体 の 寄生 以 

外 の 能力 、 ま た 、 コ ア の 所 在 な ども 
不明 で ある 。 

人 型 に 近い 形態 を 持つ 使徒 。 伸 
縮 自在 の 両 腕 と 、 第 3 使徒 サキ エル 
の 2 倍 以 上 の 威力 を 持つ 光線 が 主 な 

突如 、 衛 星 軌道 上 に 出現 し た 、 島 
の よう な 形態 の 使徒 。 物理 的 な 攻 
撃 手段 は 持た な い が 、 エ ネル ギー 波 
で の 心理 攻撃 に より EVA の 操縦 者 
に 精神 的 な ダメ ー ジ を 与え た 。 衛星 

軌道 上 に 位置 し た た め 、 通常 の 攻 
撃 手段 で は 到達 すら 困難 で 、 さ ら に 

防御 カ そ の も の も 高かっ た 。 

輝く 二 重 螺 旋 状 の 
徒 。 攻撃 時 は 紐 状 の 形態 に 変化 

る 特殊 な 使徒 で あ また 、 侵食 

後 は EVA と の 生体 融合 を 図る と 

こ 、 操縦 者 と の 一 次 的 接触 を 
る な ど 、 他 の 使徒 と は 大 きく 異な る 

行動 パタ ー ン を 持つ 使徒 で あ 

フィ フス チル ドレ ン の 深 カ ラル と し 

て NERV 本 部 に 送り 込ま れ た 使徒 。 
使徒 の 中 で は 唯一 、 完 全 な 人 型 と い 
える 形態 を 持っ て いた 。 その 具体 的 
な 攻撃 手段 は 不明 だ が 、 人 と し て 活 
動 する 術 、 言 葉 に よる コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン を 行なう 知性 だ け で な く 、 EVA と 
同化 し 操る 能力 も 有 し て いた 。 

形態 固定 
攻撃 自体 の 落下 

形態 固定 (を な は 不定 形 ) 
攻撃 不明 

固定 
精神 攻撃 

形態 
攻撃 



最後 の 使徒 で ある 第 17 使 徒 は 、EVA 弐 号機 を 外部 か ら 操っ て セン トラ ルド グマ を 降下 。 

EVA 初 号 機 の 追撃 を 受け な が ら 、NERV 本 部 に 幽閉 され て いる と 考え られ て いた アダ ム と の 接触 を 目指 し た 

人 類 の 生命 の 源 た る リリ ス と 、 

使徒 と 呼ば れる 生命 の 源 た る アダ 

ム 。 それ ぞ れ が いか に し て 発生 し 

た か は 知る 由 も な い 。 た だ 、 第 17 

使徒 タブ リス の 「 未 来 を 与え られ 

る 生命 体 は ひと つ し か 選ば れ な い 

ん だ 」 と いう 言葉 か ら も 分 か る 通 

り 、 リリ ス か ら 生 まれ た 人 類 と ア 

ダム か ら 生 まれ た 使徒 と いう 相 容 

れ な い 存 在 の 戦い は 、 互い の 行 

く 末 を か けた 種 の 争い で あっ た と も いえ る だ ろう 。 

EVA 初 号 機 は 「 リ リス の 分 暫 
身 ] で ある と いう キー ル 。 そ 
の 言葉 が 真実 な ら ば 、 初 号 

機 と 人 間 の 起源 は 同一 と 
いう こと に な る 。 

cn に と 中 に ょ に ) 

ぶさ きす 中 (て 凍 党 き 

キー ル た ち が 「 黒 き 月 ] と 呼 
称し た リリ ス の 卵 。 地球 上 
の 生命 の 始 源 と も 言わ れ 
る その 物体 は 、 第 3 新 東京 
市 直下 に 存在 し た 。 

アダ ム と いう 存在 
葛城 調査 隊 に よっ て 南極 で 発見 され 、 セカ ンド イン パク ト を 

引き 起こ し た と され て いる 光 の 巨人 アダ ム 。 人 類 が 初め て 章 
遇 し た 未知 の 生命 体 で あり 、 2015 年 以降 、 人 類 の 前 に 姿 を 
現し た 使徒 と 呼称 され る 生命 を 生み 出し た 「 始 祖 ] と 
存在 と され て いる 。 な お 、 セカ ンド イン パク ト の 発生 に よっ て そ 

の 身体 は 失わ れ て し まっ た が 、 後に その 肉体 は 胎児 の よう な 
姿 で 復元 され て いる 。 

加持 リョ ウジ が 「 ア ダム 」 と 

呼称 し た 、 胎児 の よう な 生 

物 。 硬化 ベー クラ イト に よ 

っ て 固め られ た 状態 で も 生 
き て いる その 生物 は 、 ア ダ 
ム の 肉体 を 復元 し た も の と 

推測 され る 。 

リリ ス と いう 存在 
地球 上 の 生命 の 始 源 で あり 、 人 類 を 生み 出し た と され る 巨 

人 。 アダ ム と は 対極 の 存在 で ある 。 NERV 本 部 の 最深 部 、 タ 
ー ミ ナル ドグマ に 隠匿 され て お り 、 NERV 上 層 部 に より 、 当初 、 
その 存在 は アダ ム で ある と 情報 操作 され て いた 。 な お 、 ブ ラッ 
ド タ イ プ が 青 で ある こと や 第 2 使徒 の 座 が 空白 で あっ た こと か 
ら 、 こ の リリ ス が 「 第 2 使徒 」 と 推測 され て いた よう だ が 、「 使 徒 」 
に 該当 し な い 可 能 性 も 否定 で き な い 。 

ター ミナ ルド グマ に 隠匿 され 
た リリ ス 。 そ の 胸部 に 突き 

立て られ て いた ロン ギ ヌ ス の 
槍 が 引き 抜か れ た 際 に は 、 
リリ ス の 再生 能力 が 驚く ペ 

き 働き を 再開 。 その 下半身 
が 瞬く 間 に 再 生 さ れ た 。 

©GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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な 施設 の 

神奈 川 県 足柄 下 郡 箱根 町 を 中 心 と し た 一 地域 

それ が 2005 年 以降 、 新た な 首都 と な る べく し て 建設 

を 開始 され た 、 第 3 新 東 京 市 の 当該 地 で あっ た 。 着 

工 以前 に は 芦ノ湖 周辺 に 設け られ た 小さ な 町 で あっ 

た が 、 第 3 新 東京 市 と な る べく 建設 が 進め られ る に つ 

れ 、 その 人 口 は 増加 の 一 途 を た どる こと と な る 

2015 年 、 都 市 の 中 核 的 存在 で あっ た NERV が 本 格 

的 な 活動 を 始め て いた に も か か わら ず 、 第 3 新 東京 市 

は 完成 に は 至っ て いな か っ た 。 その た め 、 NERV 関 係 

者 、 ま た 建設 事業 関係 者 は 増え 続け 、 その 家族 の た 

め の 環 境 整 備 も 急務 で あっ た こと は 想像 に 難く な い . 

た だ し 、 も と より 同 都 市 は 「 優 れ た 都市 ] で ある こと よ 

り も 「 使 徒 撃退 の 拠点 と な る 都市 ] で ある こと を 義務 

づけ られ て いた 。 最終 的 に 第 3 新 東京 市 は 「 要 塞 都 

市 」 と いう 特異 な 姿 を 成す が 、 その 反面 、 家族 の た め 

の 環境 整備 は 後回し に され た 感 が 否め な い 

家族 の た め の 環 境 整備 と いう 点 に 置い て 、 子供 た 

ち が 通 う 学校 も また 、 後回し に され た 感 の 強い 施設 

で あっ た 。 周辺 地域 へ の 避難 シェ ルター 配備 と いっ 

可 

OKYO-5 圈 TOKYO-5 1st PUBLIC JUNIOR HIGH SCHOOL 

第 3 新 東 京 市 と いう 特殊 な 都市 に あり な が と も 、 

た 危機 管理 面 は 考慮 され て いた が 、 学校 と いう 施設 

自体 は 第 3 新 東京 市 着工 以前 の 、 旧 世代 的 な 姿 の ま 

まで あっ た と 言っ て も 過言 で は な い だ ろ う 。 無論 、 独 

自 の 教育 理念 を 掲げ る 私 立 の 学校 で も な い 限り 、 一 

般 的 な 設備 さえ 整っ て いれ ば 事足り る 。 し か し 、 EVA 

の 操縦 適格 者 が 通っ て いた 第 3 新 東 京 市 立 第 壱 中 学 

校 で すら 、 表向き に は 、 特 殊 な 設備 を 整え て いな い 

一 般 的 な 中 学校 で あっ た こと は 、 都市 計画 と し て それ 

を 重要 視 し て いな か っ た こと の 証左 と いえ よう 。 

た だ し 、 第 壱 中 学校 が 旧 世 代 的 な 教育 機関 で あ 

っ た こと は 、 意図 的 な も の だ っ た と も 考え られ る 。 な 

ぜ な ら ば 2 年 A 組 に 集め られ た 生徒 は 、 人 類 補完 委員 

会 直属 の 褒 問 機関 、 マル ドウ ッ ク 機 関 が 選 出し た 適 

格 者 候補 で あっ た か ら だ 。 人 類 補完 計画 を 円 滑 に 遂 

行 する た め に 用 意 さ れ た 、 予 備 人 員 と し て の 少年 少 

女 た ち 一 一 。 実際 に 予備 人 員 と し て EVA に 搭乗 する 

こと に な っ た の は 鈴原 トウ ジ の み だ っ た が 、 その クラ 

ス メ イ ト は 、 等 し く 同じ 運命 を た どる 可能 性 を 秘め て 

いた の で ある 。 中 学校 と いう 日 常 生 活 の 場 に 彼ら を 

集め て いた 真意 は 定か で は な い が 、 適格 者 で ある こ 

と を 隠し 管理 する た め の 場 所 と し て 利用 され て いた こ 

と は 紛れ も な い 事 実 で ある 。 

第 3 

還 

居 第 3 新 東京 市 

llustration by 
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第 3 新 東京 市 

2000 年 に 世界 を 襲っ た 未 細 有 の 大 災害 セカ ンド 

イン パク ト 。 日 本 も その 被害 を 免れ る こと が で きず 、 

首都 は 壊滅 状態 と な っ た 。 だ が 復興 は 迅速 に 進め 

られ 、 2001 年 に 第 2 新 東京 市 の 開発 計画 、 2005 年 

に は 第 2 次 須 都 計画 (第 3 新 東京 市 開発 計画 ) が 発動 

され た 。 第 3 新 東京 市 の 当該 地 に は 芦ノ湖 沿岸 が 選 

定 さ れ 、 大 掛か りな 建設 事業 が 進め られ た 。 事 業 の 

中 心 と な っ た 市 街 地 の 整備 、 建設 は 将来 の 首都 に 

ふさ わし い 科 学 の 粋 を 極め た も の で あっ た 。 し か し 、 

その 周辺 地域 に つい て は 一 部 に 旧 箱 根 町 の 町 並み 

が 残さ れる な ど 、 ほぼ 手付 か ず の 地域 も 存在 。 第 3 

新 東京 市 に 存在 し た 教育 機関 、 第 壱 中 学校 も また 、 

そう いっ た 旧 世 代 的 な 形 で 残さ れ た 施設 の ひと つ で 

あっ た 。 これ は 都市 構想 に お いて は 、 教育 施設 が 重 

要 視 され な か っ た こと の 証左 と も いえ る だ ろう 。 

使徒 嘩 来 直 後 は 、 教 室内 で 
席 が 目立つ よう に な 

EVA 初 号 機 の 操縦 適格 者 と 
し て 注目 の 的 に な る 碗 シンジ 

2 年 A 組 の 少年 少女 は 、 自 分 

た ち も 特 別 な 存在 と い 

う 事 実 を 知ら な か 

让 事 是 项 | 

は 、 他 の 地域 の それ 

受け られ る 。 生徒 

り 、 何 
と が 理由 と 思わ れる 

方 の 教師 は NERV 関 係 者 で は な いも の の 

情報 は 供 

| OKYO-3 較 TOKYO-3 1st PUBLIC JUNIOR HIGH SCHOOL 

| i 都市 、 第 3 新 東京 市 
備 自体 は 何 の | 

出 二 这 

@ 第 索 中 学校 の 主要 施設 

@ 第 壱 中 学校 周辺 図 
人 エブロ ッ ク 上 に 林立 する 建造 物 と 、 芦 ノ 湖 近辺 の 自然 

が 融合 し た 特徴 的 な 景観 。 技術 の 律 を 結集 し 、 将来 的 に は 
首都 と な る べく 建造 され た 科学 都市 一 一 第 3 新 東京 市 。 その 
建設 に と も な っ て 関係 者 の 流入 が 進行 。 子 供 た ちの 数 も 増加 

し 、 教 育 施設 は 突如 増え た 少年 少女 た ち を 受け 入れ る こと と 
な る 。 第 壱 中 学校 も 、 そ ん な 教育 機関 の ひと つ で ある 。 校舎 
は 第 3 新 東京 市 の 市 街 地 で は な く 北 部 の 山間 に 位置 し て お り 
都市 建設 以前 か ら 、 そこ に あっ た も の と 考え られ て いる 。 通学 
の 便 が よい と \ が た い 場 所 で は ある も の の 、 使徒 嘩 来 時 
に は 市 街 地 が 主戦 場 に な る こと も 多く 、 結果 的 に 第 壱 中 学校 

は 安全 な 場所 に 配置 され て いた と いえ る だ ろう 

第 3 新 东京 市 去 一 望 
で きる 山 の 中 

いた も の の 
第 3 新 東京 市 の 特異 
性 を 考慮 し た 上 で も 

最適 な 場所 に 位置 し 
て いた と いえ る だ 

本 校舍 

回 体育 館 

回 渡り 廊下 

四 駐車 場 

施設 自体 は 旧態 依然 と し た も の だ っ た が 回 校庭 

教科 害 や ノー ト の 代わ り に ノー ト 型 の 端末 を 
使用 する な ど 、 新 た な 設備 も 見 受け 5 れ た 。 本 プール 

第 3 新 東京 市 北部 に ある 山 の 斜面 に 
建設 され た 第 索 中 学校 。 ひと 通り の 設 
備 は 整っ て お り 、 それ な り の 生徒 数 が 収 

容 で きる 学校 で は あっ た 。 

新た な 中 学校 建設 も 当然 視野 に 入 
れ ら れ て いた は ず だ が 、 実際 に 建設 計 
画 が 立ち 上 げ ら れ て いた と いう 事実 は な 
い 。 また 、 使徒 隈 来 の あお り を け た 

た め 、 第 壱 中 学校 で すら 、 その 生徒 数 
は 激減 し て いた と いう 。 と の 戦闘 に より 第 3 新 東京 市 が 壊 減 し 、 第 辻 中 学校 も 閉鎖 され た と 考え られ る 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D23-22 
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@ 第 壱 中 学校 主要 施設 概要 

第 3 新 東 京 市 は 国連 主導 の も と 

使徒 の 襲来 に 備え て 最新 技術 の 粋 

を 集結 し て 建設 され た 。 た だ し 、 第 
壱 中 学校 は その 建設 と 連動 し て いな 
か っ た と 見 られ 、 旧 箱根 町 に あっ た 

中 学校 が その 名 称 の み を 変更 し た か 
の よう に 、 校舎 を 中 心 と し た 各 施 設 
に 目新し い 箇 所 は 見 受け られ な い . 

本 校 人 
「 普 通 の 中 学校 ] と いっ た 趣 を 持ち 、 
外観 、 内装 共に 懐か し い 雰 囲 気 を 
か も し 出し て いる 校舎 。 ちな み に 校 
舎 は 2 棟 が 平行 に 建て られ て お り 、 
渡り 廊下 で 繋が れ て いる 

還 教 室 
教壇 と 黒板 が 用 意 され 、35 

ー40 組 程度 の 机 と 椅子 が 

入る ご < 普通 の 教室 。 疎開 

が 進ん で か ら は 、 空席 が 目 

立つ よう に な っ た 。 ちな み に 

パソ コン な ども 導入 され て い 

た よう だ が 、 授業 は 黒板 を 用 

いて 行なわ れ て いた よう だ 。 

画 屋 上 
第 3 新 東 京 市 を 一 望 で き 

る 、 眺め の いい 屋上 。 そ 

の た め 、 ここ で 昼食 を と 
る 生徒 も 多い よう だ 。 な 

お 、 屋上 は 常時 開放 され 

て いる よう で 、 休憩 時 間 

や 放課後 、 一 部 の 生徒 

に 憩い の 場 と し て 活用 さ 
れ て いる 

体育 館 
屋内 で 体育 を 行なう ほか . ホー ル 、 講 
堂 な ど 多 目的 に 利用 で きる 体育 館 。 

床 に は フロ ー リ ング 材 が 用 いら れ て 

る な ど 、 校舎 と 同様 に 懐か し い 雰 囲 

気 を か も し 出し て いる 

| 第 3 新 東京 市 の 中 
学校 と は いえ 、 そ の 

設備 は 一 般 89 な 中 
学校 と さき ほど 変わ ら 

な い 。 生徒 の いで 

一 般 的 な 

ご < 普通 の 放課後 の 
風景 。 ちな み に ア ス 
カ が 手 に し て いる も の 

9| を 見 て も 分 か る 通り 、 
掃除 用 具 も 旧態 依 

内 と し た モッ プ な ど が 
使わ れ て いる 。 

画廊 下 
校舎 自体 が 細長 いた め 廊 
下 も や や 幅 が 狭く な っ て お 

り 、 教室 の 向かい 側 、 廊下 
の 片面 は 中 庭 に 面 し て い 

る 。 構造 、 建材 な ど を 見 る 
限り 年 季 が 入っ て いる よう 

に も 見 受け られ 、 居 都 計画 
が 学校 施設 に は 及 ん で いな 
か っ た こと を 物語 っ て いる 

外観 的 に 一 般 的 な 
体育 館 と の 差異 は な 
い 。 室内 に も 特徴 は 
な く 、 広 さ は 正式 な バ 
スケ ッ ト ボ ー ル の コー 
トー 面 が 取れ る 程度 
で ある 。 

回 渡り 廊下 
2 棟 の 校舎 と 体育 館 を それ ぞ れ 繋 で 

渡り 廊下 。 校舎 問 の 通行 の 用 途 の 

み に 供する も の で ある た め 、 平 屋 

駐車 場 

屋外 運動 場 。 立地 条件 が 考慮 さ 

れ 、 校舎 より 一 段 低 い 場所 に ある 

都市 部 の 学校 で は 地面 に シー リン 

グ 材 を 敷い て いる 場合 も 多い が 、 
第 壱 中 学校 は 土 の 校 庭 で ある 

ブー ル 

校舎 の 横 に 設置 され て いる 屋外 ス 
イミ ング プー ル 。 学校 施設 と し て の 

プー ル は 短 水路 ( 長 さ 25 メー トル ) 
の も の が 一 般 的 だ が 、 第 壱 中 学校 

の ブー ル の 全長 は 不明 

回 
職員 、 来客 用 の 駐車 スペ ー ス 。 数 
台 分 の スペ ー ス が 敷地 内 の 各所 に 

配置 され て いる が 、 生徒 た ちの 目 

に 留まる 場所 に 車 が 停め られ て い 

る こと は 非常 に まれ で ある 

| 

に て 

le 

回 

回 

| LI 

一 般 的 な 平屋 建て 
と な っ て いる 理由 は 
建築 基準 法 で の 取 
り 決 め が 2015 年 に 
お いて も 有効 で ある 
た め と 思わ れる 

大 体育 館 へ の 渡り 廊下 
体育 館 へ の 渡り 廊下 は 2 棟 

の 校舎 を 繋ぐ も の と 見 た 目 
は ほぼ 同じ だ が 、 作り は より 

簡素 な も の と な っ て いる 。 

路 相談 の 
と し て 中 

学校 に 足 を 運ん だ ミ 
サト 。 来客 用 駐車 ス 

ペー ス に 派手 に 乗り 
=| つけ 注目 を 集め た 

国体 育 馆 脑 〇 驻 车 声 
駐車 場 と 呼べ る 広い スペ ー 

ス が 取れ な いた めか 、 体育 

館 脇 の 狭い 場所 に も 駐車 
スペ ー ス が 設け られ て いる 

バス ケッ ト ボ ー ル の ゴ 
ー ル が 設置 され て い 
る 校庭 。3 面 分 の コ 

ー ト を 確保 で きる 程 

度 の 広 さ が あっ た よ 
うだ 

男女 別 で 行なわ れ て 

いた 水泳 の 授業 。 気 
候 を 考慮 し 、 体 育 の 
カリ キュ ラム に お ける 

画 プ ー ル 全量 
体育 館 と 同 程度 の 面積 を 

持っ て いた ブー ル 。 セ カン 
ドイ ン パ クト の 影響 に よっ て 
常夏 と な っ た 日 本 に お いて 
は 、 プー ル を 利用 する 頻度 

も 多かっ た も の と 思わ れる 。 
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第 3 使徒 の 遂 来 を 受け て 疎開 する 住民 が 多かっ た 

こと は 先 に 述べ た が 、 これ に より 全校 生徒 の 数 お よ 

び ク ラス の 数 も 大 幅 に 減少 し た も の と 考え られ る 。 

し か し 、 NERV に 所 属す る 3 名 の 適格 者 全員 が 2 年 A 

組 の 生徒 と な っ た こと は 偶然 で は な く 、 その 公務 を 

配慮 し た うえ で 意図 的 に 集め た と 考え る の が 妥当 だ 

ろう 。 さら に 、 意図 的 に 集め られ た の は この 3 名 だ け 

で は な く 、 後に 2 年 A 組 の 全 生徒 が 「 マ ルド ゥ ッ ク 機 

関 」 に よっ て 選出 され た 適格 者 候補 だ っ た こと が 明 

ら か に な る 。 その 選出 人 数 、 選出 基準 な ど 詳細 は 明 

ら か に され て いな いも の の 、 EVA3 号 機 が 日 本 に 搬 

送 さ れ た 際 、 鈴原 トウ ジ が 操縦 適格 者 と し て 選ば れ 

た こと も 、 その 事実 を 裏付け る 出来 事 だ っ た 。2 年 A 

組 は 適格 者 の 速やか な 補充 を 意図 し て 編成 され た 、 

非常 に 特殊 な を クラス で あっ た と いえ る だ ろう 。 

新た な 適格 者 が 選出 さ 1 た こ 

と を 知り 「 マ ルド ゥ 

ら の 報告 は 受け 

口 に し た ミサ ト 。 彼 
の 実態 を 把握 し て 

「 第 4 次 選抜 候補 者 は すべ て 
あな た の クラ ス メ イ ト だ っ た の 
よ 」 と いう ミサ ト の 言葉 か ら も 、 
シン ジ の いた 2-A が 特殊 な ク 
ラス で あっ た こと が 分 か る 

特 肌 记 发 事项 

マル ドゥ ッ ク 機 関 に つい で 
EVA の 適格 者 と な 選出 する た め に 組織 され 

た 、 人 類 補 5 

簿 に は 、 取締 役 と 

冬 月 コウ ゾウ 、 キー ル ・ ロ ー 

表向き 
る 子供 が 管理 、 選出 され る も の と 考え 

際 に は NERV の 上 層 部 (ある い は 人 類 

『 と な る 子供 の 管理 、 選出 を 

Iilustration by Takuya lo 

\ 
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第 3 使 街 サキ エル や 第 14 使 徒 ゼ ル エ ル の 怪 光 線 な ど 、 使 徒 

に より 起こ され た 爆発 に は 十字 型 の 関 光 が 見 られ る 。 こ れ 
は 、 形状 や 機能 な どす べ て 大 きく 異な る 使徒 た ちの 数 少な 

い 共 通 項 の ひと つ で ある が 、 何 を 意味 する の か は 不明 。 

| kd 

し ーー を ュ ょ = ょ 才 、 
「AIT. フ ィ ー ル ド の 意味 ] を 知っ た 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の EVA 
弐号 機 が 活動 を 開始 し た 際 も 、 十 字 型 の 爆発 が 認め られ る 

| kot 

第 3 使徒 サキ エル が 主 に 使用 し て いた 武器 の ひと つ 。 掌 か ら 
パイ ルパン カー の よう に 突き 出さ れる 槍 状 の も の 。 国連 軍 の 

重 戦 闘 機 を 撃墜 する と き な ど に 使用 され て いた 

EVA 初 号機 と の 戦闘 | 
の 際 、 サ キ エ ル は 初 

号機 の 右 眼 を この 光 
の 槍 に より 買 き 、 大 

破 さ せ て いる 

| ea 

非常 の 際 に 人 を 緊急 に 呼び 出す こと 。 使徒 の 襲来 と いう 非 
常 事態 の 際 、 NERV ス タッ フ に 発せ られ る 。 特に エヴァ ン ゲ 
リオ ン 操 縦 適格 者 は 学校 生活 を 普段 お くっ て いる た め 、 何 
ら か の 手段 で 緊急 の 召集 命令 が 通達 され る よう だ 。 第 4 使徒 
シャ ムシ エル が 音 来 し た 際 、 サ ー ド チル ドレ ン に 対し て ファ 
ー ス トチ ルド レン が 口頭 に て 連絡 し て いる 

鈴原 トウ ジ に 呼び 出さ れ た た めか 確 シン ジ に は 非常 召集 が 伝わっ 

お ら ず 、 綾 波 レ イ が 直接 通達 し た 
の 警報 が 鳴り 響く 

その 直後 、 特 別 非常 事 能 

非常 制動 用 固体 ロケ ッ ト 

空 舞 戦 車 の よう に 、 高 所 か ら 降 下す る 際 に 着地 の 衝撃 を 和 | 

ら げ る た め の 逆 噴射 ロケ ッ ト 。 固体 燃料 を 燃焼 させ た ジェ 

ッ ト 噴 射 に より 急 制 動 を か ける 。 装 甲 を 改修 し て 再 就 役 を 

果たし た EVA 零 号機 が 、 両 肩 の パー ツ に 内 蔵 し て いた 。 

第 9 使徒 マト リエ ル の 溶解 液 に よっ て 落下 し た パレ ッ ト ラ イフ ル を 
拾う た め 、 縦 穴 を 降下 する 際 に 使用 

非常 電話 

緊急 通報 用 の 電話 回 線 。 NERV 本 部 内 の エレ ベー ター に 設 

置 さ れ て いる 。 正 、 副 、 予 備 の 電源 すべ て が 落と され た 第 3 
新 東京 市 及び ジオ フロ ント の 停電 の 際 は 全く 通じ な か っ た 

その た め 、 最 低 限 電源 を 確保 し て いな いと 作動 し な いと 考 
えら れる 

停電 の 際 エ レベ ー タ 
ーー 内 に 閉じ 込め られ 
た 葛城 ミサ ト と 加持 
リョ ウジ 。 非常 電話 
を 試す が 回 線 は 繋が 

四 ら な か っ た 

| em yz 

エン トリ ー プ ラグ に 備わっ て いる 緊急 時 の ハッ チ 。 主 に 操縦 

者 を 外部 か ら 救 助 す る た め の も の で あり 、 内 側 か ら は 開か 

な い 。EVA 零 号機 の エン トリ ー プ ラグ は エ ジ ェ クシ ョ ンカ バ 

ー が な いた め 、 非 常 の 際 の 出口 は この ハッ チ が 重要 と な る 

ヤシ マ 作 戦 の 折 、EVA 初 号機 を 底 っ て 第 5 使徒 ル の 加 

粒子 砲 を 浴び た 零 号機 は 装甲 が 融解 し た 。 そ の 際 に 同機 の 

エン トリ ー プ ラグ を 取り 出し た 奉 シン ジ は 、 こ の ハッ チ を 開 

け て 綾波 レイ の 安否 を 気遣っ た 

扉 の レバ ー を 引き 出 
し 、 人 力 で 回 すこ と 
に より ハッ チ を 開く 

零 号機 の 起動 試験 の 
際 、 確 ゲン ドウ は こ 
こ を 開け て レイ を 救 
助 し た 

| i Fai ( 主 ) 

J.A. の 制御 中 枢 。AUXILIARY CONTROL ROOM。 背部 バ 
ッ ク パ ッ ク の 非常 用 ハッ チ よ り 入 室 が 可能 。 リ アク ター を 制 

御 で きる コン ソー ル が 設置 され て お り 、 操 作 に は カー ドキ ー 
で ロッ ク を 解除 する 必要 が ある 。 そ の 正面 に は シリ ンダ ー 状 
の 手動 制御 装置 が 多数 あり 、 人 力 で の リア クタ ー 停 止 も 一 

応 は 可能 。 試運転 の 際 に 制御 不能 に 陥っ た J.A. を 、 直 接 的 
な プロ グラ ム 消 去 に よっ て 停止 させ る た め に 葛城 ミサ ト が 乗 
り 込ん だ 

天井 は パイ プ や コ 

た J.A. の 中 枢 部 は 高熱 に ほら され 
て 作業 を 行なっ た 

ド 類 で 埋まっ て いる 狭い 室内 。 制御 不能 と な っ 
ミサ ト は 放射 能 防護 服 を 着用 し 

| emmaamm 

ケイ ジ な どの 特定 施設 に 直行 で きる 専用 エレ ペー ター。 非 

常 事態 の 際 、 許 可 証 を 所 持 する 人 物 だ けが 使え る 。 稼働 電 
源 は メイ ン 、 サ ブ 、 リ ザー ブ の 38 系 統 が 確保 され て いる 。HR- 

20 も 参照 

证 后" Er 

EERG EN EI 
人 証 用 直通 界 降 村 ぎ 。 番 人 

if 

10-20 
。 計 可 証 所 持 者 に 限る NOAOMTANEBCETONNUROWGNN 
使用 は 困 急 事態 に 限る FOREMENORNUWEONN 

戦略 自衛 隊 が NERV 本 部 に 侵攻 し た 際 、 和 シ ンジ を 第 7 ケイ ジ に 送 
る た め に 葛城 ミサ ト が 第 6 番 人 口 か ら H-20 を 使用 し た 

| em 

EVA の 非常 用 外部 電源 。EVA が 第 3 新 東京 市 外 で 活動 する 

際 に 用 いら れる 。 海 上 で の 使徒 襲来 と いっ た 万 一 の 事態 

備え 、Mi-55d 輸 送 用 ヘリ コブ プ ター で EVA 弐号 機 を 輸送 中 の 
太平 洋 艦隊 へ と 届け られ た 。 そ の 際 に 用 いら れ た ケー ブル 』 

は 最低 で も 1.200m 以 上 の 長 さ を 持ち 、 第 6 使徒 ガ ギ エル の 

残 減 に ひと 役 買 っ て いる 。 な お 、 オ ー バ ー・ ザ ・ レ イン ボウ 
の 艦長 は 「 お も ちゃ の ソケット 」 と の た まい 、 葛 城 ミ サト が 

提示 し た ソケット 関連 書類 へ の サイ ン を 渋っ て いた 

ガ ギ エル が 襲来 し た 際 、 原 子 力 空 評 で ある オー バー・ ザ ・ レ イン ボ 
ウ の リア クタ ー に 直結 きせ て 弐号 機 に 電力 を 供 結 し た 
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非常 用 バッ テリ ー 

EVA 専用 の 板 状 電池 。 ア ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル に よる 電力 

供給 が で き な い 場合 に 、EVA の 活動 時 間 を 延長 する 非常 用 

の 電源 装備 。 こ れ を 装備 し た 場合 の EVA の 稼働 時 間 は 不明 
だ が 、 そ れ ほ ど 長 く は な いと 考え られ る 。 パ レッ トラ イフ ル 

の ハー ド ケ ー ス と ほぼ 同じ サイ ズ で 、 ジ ッ パ ー の よう な 止め 

具 に より 肩 部 パー ツ に 装着 する 。 第 3 新 東京 市 全体 が 停電 

し 、 外 部 か ら EVA へ の 電源 供給 が 不可 能 に な っ た 際 に 用 い 

られ た 

装着 し た 際 に は パイ ロッ トラ ンプ が 点灯 する 。 ま た 、 蓄 電 さ れ た 電 
カカ を 使い 切っ た あと は 分 離し て 廃棄 する が 可能 

| 

第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 の 女 生徒 。 合 同体 育 で 水泳 の 授 
業 を 受け て いた 。2 年 A 組 も し く は 合同 授業 の 組 の 生徒 と 思 

われ る 

第 17 使 徒 タ ブリ ス ( 潜 カ ヲ ル ) が 言う と ころ の リリ ン 。 リ リ 
ス か ら 生 まれ た 18 番 目 の 使徒 で ある と され る 人 類 を 指し た 言 

葉 で あり 、 知 恵 の 実 を 持つ 存在 で ある と いう 。 古来 より 万 物 

の 霊長 と され て いる が 、 生 物 学 的 に は 路 乳 類 サル 目 ヒ ト 科 

に 属す る 動物 の 一 種 で し か な い 。 な お 、 赤木 リツ コ は 「 ア ダ 
ム か ら 神 様 に 似せ て 人 間 を 造っ た 。 そ れ が EVA」 と 語っ て お 

り 、 そ れ を 聞い た 和 シ ンジ の 「 ヒ ト 、 人 間 な ん で すか が !?」 と 

の 問い か け に 対し 、「 そ う 。 人 間 な の よ 。 本 来 、 魂 の な い EVA 
に は 、 ヒ ト の 魂 が 宿 ら せ て ある も の ] と 答え て いる 

VTOL 軽 戦闘 機 

戦略 自衛 隊 が 保有 する 小型 の 戦闘 機 。 機 体 の 上 部 に は ロー 

プ 状 の アン テ ナ 、 下 部 に は 6 本 の セン サー、 機 首 下部 に 

メラ も 備え て いる 哨戒 に 秀 で た 機体 で ある 。 武装 に 単 装 機 

銃 を 持つ 

乗り の 垂直 離着陸 機 。NERV 本 部 の 施設 へ 歩兵 部 隊 と 共に 

し 、 哨戒 や 対人 掃討 の 役目 を 担 

| VTOL 重 戦闘 機 

国連 軍 が 制式 採用 し て いる 垂直 離着陸 機 。VTOL は Vertical 
Take-Off and Landing の 略 。 滑 走 を 必要 と し な い 離 着陸 を 

行なえ る こと が 大 き な 特 徴 で 、 機 体 左右 の 回 転 求 ノズル に 
エン ジン を 持つ 双発 タイ プ で ある 。 ポ ビュ ラー な 機体 の よ 

で 、 相 田 ケ ンス ケ は スケ ー ル モデ ル ら し き 立 体 物 を 所 有 し て | 
いた 。 ま た 、 機 体 に は 戦略 自衛 隊 仕 様 な ど 複数 の パリ エー 

ショ ン が あり 、 碗 ゲン ドウ な ど 要 人 の 輸送 に 使用 され る 

NERV 仕 様 機 の 型番 は UN-0876-32。 な お 、VTOL 式 の 機体 
は 積載 能力 や 航続 距離 に お いて 同等 の 固定 柳 機 に 劣る た め 

採用 は 軍用 機 の 一 部 に 留まっ て いる よう だ 。 ち な み に 、 垂 
直 離 着陸 が 可能 な 機体 で も 、 ヘ リコ プター 等 の 回 転 要 機 は 

VTOL 機 に 含ま な い 

対 使徒 戦 や 要 人 の 輸送 な ど 
装 に ロケ ッ ト ボ ポッ ド と ガン ボ 

され る 戦闘 機 で 、 武 
ド を 持つ 

| “oa し も の 

第 七 話 の サブ タイ トル 。 人間 の 手 に より 造り 出さ れ た 巨大 
人 型 自 走 兵器 J.A.( ジ ェ ッ ト ア ロー ン ) を 指す 。 こ の J.A. は 徹 

頭 徹 尾 、 人 類 の 培っ て きた テク ノロ ジー で 生み 出さ れ て お 

り 、 未 知 の 存在 の コピ ー で あり 人 の 手 で 造ら れ た と { 

が た い EVA と 、 対 照 さ せる 意味 も 持た され て いる と 考え ら 

れる 。 な お 、 英 文 タ イト ル 「A HUMAN WORK」 も また 、 
「 人 間 の 製作 物 ] を 意味 する 

ちの St 
は 

YS 吾 秋 

ws 

ほ ッ > 

第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 の 昼食 は 給食 制 で は な く 、 各 生 

徒 が 弁当 な ど を 用 意 し て 学校 に 通う 。 学 食 の 有無 は 不明 だ 

が 購買 部 は あり 、 鈴 原 ト ウジ が 毎日 利用 し て いる 。 そ れ を 

チェ ッ ク し て いた 洞 木 ヒカリ は 、 密か に 想う 相手 で ある 彼 の 
お 弁当 を 作る 約束 を 取り つけ る も の の 、 食 べ て も ら う 機会 
は な か っ た よう だ 。 ま た ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 昼食 
は 、 碗 シン ジ が 弁当 を 用 意 し て いる 模様 。 な お 、 葛 城 ミ サ 

ト と 赤木 リツ コ の 出会い は 大 学 の 学 食 で あっ た よう だ 

活き 忠直 な 

mat 

NERV 本 部 勤務 の 職員 で 階級 は 二 尉 。 特 務 機 関 NERV 中 央 

作戦 司令 部 作戦 局 第 一 課 所 属 。 発 令 所 の オペ レー ター の ひ 
と り で 、 戦 況 分 析 や オペ レー ト 業 務 を 担う 。 ま た 、 葛 城 ミ 

サト の 部 下 で あり 作戦 立案 な どの 補佐 も 行なっ て いる ほか 

彼女 の クリ ー ニ ング 服 の 受け 取り な ど 雑 用 も こなす 。 一 見 
真面目 で お と な し そう な 青年 で ある が 、 第 3 新 東京 市 大 停電 
の 折 に 第 9 使徒 マト リエ ル が 調 来 し た 際 、 い ち 早 く 本 部 に そ 

の 事実 を 知ら せよ うと し て 偶然 通り か か っ た 選挙 カー を 徴収 

する な ど 、 了 臨機 応変 の 行動 力 を 見 せる 上 司 で ある 
ミサ ト に 対し て は 密か な 恋心 を 抱い て お り 、 報 われ ぬ と 知り 

な が ら も 彼女 個人 の 助け と し て 力 を 尽く し 、 危ない 橋 を 何 

度 と な く 渡 っ て いた よう だ 

も の で あっ た 

せ て LC.L. と 化す 
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